
1広報まつのやま　N。．61iII”1“1””1”ml””1“”ll”II”1”1”1””“”Ill”“Ill”””Illl””1”llll””””1””II”1”IIll””1””ll”””lllli”1”IIll””1”II”ll”IIII”1”IllIIlll【8】

募正月はふるさとで
集〆切．．12月10日

　
　
　
　
　
｝
馨
…

　
今
冬
も
出
稼
ぎ
援
護
対
策
で
正
月

帰
省
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
乗
車
料
金
の
う
ち
、
一
、
四
五
〇
円

　
を
、
県
と
町
が
助
成
し
ま
す
。

出
発
　
東
京
ー
1
2
月
28
・
29
・
3
0
日

　
　
　
名
古
屋
1
28

・
30
日

料
金
　
東
京
ー
三
、
七
〇
〇
円

　
　
　
名
古
屋
－
四
、
三
〇
〇
円

申
込
　
　
「
帰
省
バ
ス
運
行
」
の
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
の
①
F
I

　
　
　
　
　
　
　
　
》
《
2
》
《
2
♪
〉
≦
妻
～
5

円7
　
　
最
低
賃
金
額
が
、
十
一
月
四
日
か
ら
改
正
に
な
り
ま

4
　
し
た
。

22
こ
れ
は
、
新
潟
県
内
で
働
く
人
を
全
員
対
象
と
し
、

日
　
使
用
者
は
こ
の
額
以
上
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

－
　
　
ま
た
、
次
の
も
の
は
最
低
賃
金
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

金
◎
精
皆
勤
．
通
勤
．
家
族
の
各
手
当
。

賃
◎
臨
時
に
支
払
う
金
額
。

麗
◎
◎
鱒
無
難
孟
　
潔

正
詳
細
驚
繰
護
勲

改

く
！
く
！
♪
＞
！
♪
》
！
く
！
く
／
ρ
〉
！
く
／
く
！
く
！
く
！
く
！
♪
〉
／
≦
く
！
く
！
≦
♪
＞
！
ρ
〉
！
く
！
く
／
2
〉
！
く
／
⊃
玉
／
く
！
♪
》
／
≦
く
／
く
！

　
経
済
的
な
理
由
で
、
子
供
さ
ん
の

教
育
費
な
ど
に
お
困
り
の
方
は
、
申

し
出
を
。

◎
対
象
者

一
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
。

二
今
は
生
活
保
護

　
を
受
け
て
い
な

　
い
が
、
町
教
委

　
で
必
要
と
認
め
た
方
。

三
P
T
A
会
費
、
学
級
費
な
ど
の
学

　
校
納
付
金
が
免
除
さ
れ
て
い
る
方
。

四
そ
の
他
。

◎
援
助
さ
れ
る
経
費
。

一
修
学
旅
行
の
経
費
。

二
寄
宿
舎
の
居
住
費
。

三
学
校
安
全
会
の
掛
金
。

四
通
学
費
な
ど
。

◎
〆
切
日

鍔
㊧
働
ホ
㊧
＠
・

へyし【￥凶へ“ノ「しヘソし

士
再
末
日
繋
た
し
ま
す
、
締

ま
で
．
、

　
　
　
　
　
　
　
◎
申
請
先

　
町
教
委
「
就
学
援
助
の
係
」

◎
お
問
合
せ
先

　
町
教
委
就
学
援
助
の
係
か
在
鵬
．
ナ
の

　
学
校
長
に
お
訪
ね
下
さ
い
。

魑
性
方
の
た
み
に
誉
町
で
鞠
が
添
え
を

首
行
く
と
こ
ろ
、
断
産
藁
内

轡脳
．
持
膨
藏
鞍
夢

澤
ず
麟
羅
補
蟹
謎

　
お
く
や
み

高
橋
　
長
平
⑳
（
天
水
島
・

佐
藤
　
勘
六
翻
（
天
水
越
・

高
橋
庄
五
郎
㎝
（
天
水
島
・

鈴
木
　
ツ
子
測
（
下
蝦
池
・

村
山
　
茂
美
鋤
（
黒
倉
・
登
）

村
山
　
正
光
捌
（
黒
倉
・
登
）

布
施
　
正
巳
姻
（
黒
倉
・
下
入
山
）

小
野
塚
則
子
勿
（
中
坪
・
中
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
塚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ぜ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
み
ね
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
げ
田
）

　
　
　
　
　
　
瀞
　
　
　
獣
畢
濤

独
身
男
姓
に
告
漁
γ

　
　
　
　
　
石
舞
　
、
撫
、
韓
漏

麟
、

　
　
　
　
　
　
　
購
曳
ト

　
「
花
嫁
」
を
球
め
ぜ
い
溜
独
琳
男

　
　
　
　
　
　
　
　
・
轟
㌔
－
，
㌔
．
．
磯

　
　
　
　
　
ぐ
落
希
望
の
毒
．
譜

　
　
　
　
　
　
　
β

3
1
3
1
翫

翻検針・集金を同時に、

　　東北電力では・12月検針から　　12

　∫検針集斜を同時に行なう月
　しとになりました　
　　そ三で、検針酬1こは∫朝分分

の料金をお翅いいただくこと々

　になります。　　　　　　　　　　b

樋
口
　
清
子
伽
（
松
之
山

田
辺
治
太
郎
働
（
松
之
山

小
野
塚
善
太
郎
η
（
東
川

相
沢
　
三
郎
㎝
（
水
梨
・

南
雲
　
ハ
ル
吻
（
西
之
前

佐
藤
太
平
治
㎝
（
天
水
島

佐
藤
　
ト
ク
葡
（
天
水
島

保
坂
　
嘉
蔵
四
（
月
池
・

大
見
　
宗
二
馴
（
ド
蝦
池

小
口
寿
太
郎
⑬
（
湯
山
・

保
坂
徳
太
郎
袖
（
北
浦
田

新
婚
さ
ん

　
佐
藤
　
敬
一
（
卜
之
山

△
一
雀
一
箋
（
湯
中

　
本
山
　
一
夫
（
樋
田
・

卒
傅
副
ゑ
臨
麦
立

躰
蠣
躯
纏
型
繊

う
　
ぶ
　
声

高
橋
利
．
（
天
水
島
・

高
橋
　
和
湖
（
天
水
島

本
山
　
夏
子
（
田
麦
立

本
山
　
　
健
（
田
麦
立

中
島
　
　
良
（
水
梨
・
良

小
野
塚
尚
子
（
天
水
島

目
尺
　
　
徹
（
下
蝦
池

　
　
　
純
芸
天
水
越

　
　
　
健
太
（
松
之
山

滝
沢
　
和
美
（
松
之
山

相
沢
　
俊
幸
（
水
梨
・

・
鳥
清
）

・
沢
田
や
）

・
と
州
や
）

水
L
．
）

・
穏
居
や
）

・
せ
ぎ
）

・
鹿
島
や
）

堂
の
下
）

・
人
）

ほ
し
場
）

・
治
、
兵
衛
）

・
久
保
田
〉

富
田
や
）

切
通
）

・
つ
ん
ね
）

溌
，
．

」
●

「

僻

　
　
O

　
　
　
一
．
　
　
の

ノ
．

罵嫌4
ー
嶋

　
愛
煙
家
の
み
な
さ
ん
、
町
の
収

入
に
「
た
ば
こ
消
費
税
」
が
あ
り

ま
す
、
、

　
こ
の
税
は
、
た
ば
こ
一
本
に
つ

き
、
．
八
・
．
％
の
税
率
が
か
け

ら
れ
て
お
り
、
　
「
町
家
計
簿
」
で

ご
案
内
の
と
お
り
、
九
．
白
八
卜
万

円
が
、
町
の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
憩
い
の
ひ
と
と
き
、
煙
を
く

ゆ
ら
す
と
き
の
気
分
は
格
別
な
り
」

と
は
愛
煙
家
の
方
が
た
の
弁
。

　
し
か
し
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い

る
と
き
の
温
度
は
四
．
白
度
近
く
あ

り
、
物
を
燃
す
に
は
充
分
。
毎
年
、

〃
た
ば
こ
を
買
う
な
ら
町
内
で
、

拾
て
る
な
ら
灰
皿
へ
”
を
実
行
し
、

町
を
き
れ
い
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
，

直
道
の
長
男
）

・
隆
一
の
二
女
）

或
・
士
り
、
、
女

・
直
蔵
の
長
男
）

　
一
の
長
男
）

・
英
男
の
二
女
）

・
良
二
の
長
男
）

・
正
明
の
長
男
）

・
始
の
長
男
）

・
正
の
長
女
）

一
郎
の
長
男
）

灘　
ヤ
ず薦瀞応報

　
　
　
9
発
行
／
松
之
山
町
　
■
編
集
／
議
会
事
務
局
　
　
●
印
刷
／
沢
田
印
刷
K
K

三
学
期
鴛
新
校
舎
で

奮
∫

　
十
二
月
二
十
五
日
は
松
之
山
高
校

に
と
っ
て
、
新
し
い
歴
史
の
一
頁
に

刻
む
一
日
で
し
た
。
■
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
：
ト
三
階
建
て
の
モ
ダ
ン
な
校
舎

が
完
成
し
、
引
越
す
こ
と
が
出
来
た

か
ら
で
す
。

8
小
学
校
の
間
借
り
？
的
校
舎
を
土

台
に
、
定
時
制
、
地
す
べ
り
被
害
な

ど
幾
多
の
ギ
ャ
プ
を
乗
越
え
て
来
た

今
日
。
■
関
係
者
の
「
血
と
汗
」
の

結
晶
と
い
え
ま
す
。
■
三
学
期
に
入

っ
た
今
、
次
の
ド
ラ
マ
は
屋
体
の
早

期
完
成
に
移
り
ま
し
た
。

町
職
員
の
う
ご
き

▼
退
職
（
1
0
月
3
1
日
付
）

村
山
ゆ
り
ヂ
（
産
業
課
・
農
政
係
）

ル
艶

く
糞
、
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…
醗
聾
團
騒
醒
羅
繋
麟
醗
藩
謹
馨
贋
馨
璽
騒
…
…

々イ殺
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国
で
は
こ
の
春
か
ら
新
た
な
米
の
生
産
調
整
（
水
田
利
用
再
編
対
策
）

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
規
模
は
毎
年
一
七
〇
万
ト
ン
で
三
年
間
、
四
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
「
水
田
単
作
地
帯
」
　
「
特
別
豪
雪
地
帯
」
で
あ
る
悪
条
件
の
中
に
あ
っ

て
、
豊
．
凶
作
に
左
右
さ
れ
る
の
は
、
農
家
経
済
だ
け
で
な
く
非
農
家
を

も
含
む
私
た
ち
町
民
全
体
の
「
ふ
と
こ
ろ
」
だ
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
「
米
作
り
」
が
今
後
十
年
計
画
で
こ
の
制
限
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
私
た
ち
始
め
町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
の
で

し
よ
う
か
。

　
1
ま
ず
、
二
人
の
対
談
を
ご
覧
下
さ
い
ー

水
田
利
用

再
編
対
策

花
子
　
お
父
ち
ゃ
ん
が
出
稼
ぎ
に
出

る
頃
「
今
度
の
生
産
調
整
は
厳
し
い

…
」
と
心
配
し
て
い
た
け
ど
、
ど
ん

な
内
容
な
の
？
　
お
兄
ち
ゃ
ん
。

太
郎
　
今
度
で
四
回
目
に
な
る
。
名

称
も
「
水
田
利
用
再
編
対
策
」
と
変

っ
て
い
る
し
、
規
模
は
、
今
度
が
一

番
大
き
い
。

花
子
　
全
国
で
ど
れ
位
減
反
を
予
定

し
て
い
る
の
。

太
郎
　
米
の
収
量
に
し
て
、
一
七
〇

万
ト
ン
、
面
積
で
三
十
九
万
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
三
年
間
続
け
る
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
エ
ッ
〃
夫
変
な
の
ネ
。
数
字

が
大
き
く
マ
．
想
像
も
つ
か
な
い
ワ
。

太
郎
　
本
当
だ
ネ
。
一
七
〇
万
ト
ン

と
い
う
と
、
中
国
・
四
国
地
方
の
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
一
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
呂
＝
一
3
＝
－
＝
＝

っ
て
な
ー
に
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

生
産
量
（
一
四
〇
万
ト
ン
）
を
は
る

か
に
越
え
、
面
積
は
九
州
地
方
の
作

付
面
積
（
三
十
七
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
を
上
回
る
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
家
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
耕
作
だ

っ
け
？
　
す
る
と
ど
れ
位
減
反
す
れ

ば
よ
い
の
か
な
？

太
郎
　
町
全
体
の
水
田
面
積
の
三
・

三
％
が
割
当
て
ら
れ
た
か
ら
、
お
よ

そ
三
ア
ー
ル
か
な
。

花
子
　
そ
ん
な
程
度
な
の
。
で
も
、

全
農
家
が
や
っ
て
の
話
で
し
ヨ
？

太
郎
　
そ
う
。
花
ち
ゃ
ん
、
さ
っ
き

か
ら
「
減
反
」
と
言
っ
て
る
が
、
今

度
は
減
反
で
な
く
、
　
「
転
作
」
に
な

っ
た
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
す
る
と
、
　
「
米
」
以
外
の
作

物
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

こ
ん
な
に
雪
が
多
く
、
し
か
も
水
田

ば
か
り
の
家
で
は
、
大
変
ネ
。

太
郎
　
今
ま
で
は
、
作
付
け
し
な
い

だ
け
で
よ
か
っ
た
が
、
今
度
は
、
荒

す
だ
け
で
な
く
、
他
の
も
の
を
作
ら

今
年
か
ら
十
力
年
計
画

　
　
　
　
　
　
　
i
と
り
あ
え
ず
一

花
子
　
こ
ん
な
に
大
規
模
な
ん
だ
か

ら
今
ま
で
と
違
っ
た
点
は
い
く
つ
か

あ
る
ん
で
し
ょ
う
？

太
郎
　
ウ
ン
。
三
っ
位
あ
る
。
ま
ず

第
一
に
、
十
年
と
い
う
長
期
で
あ
る

こ
と
。
そ
の
う
ち
、
三
年
間
や
っ
て

様
子
を
み
よ
う
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

花
子
　
豊
作
が
続
け
ば
四
年
以
降
、

新
た
に
転
作
割
当
て
が
出
る
訳
ネ
。

太
郎
　
そ
う
だ
ネ
。
そ
こ
で
今
ま
で

み
た
い
に
短
期
で
な
く
、
十
年
と
打

ち
出
し
た
訳
ダ
。

「
学
校
の
給
食
も
、
弁
当
を
持
参
し

た
方
が
：
…
改
と
い
う
話
も
前
に
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。

花
子
　
と
な
り
の
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
は
、

毎
朝
パ
ン
を
食
べ
て
い
る
ら
し
い
け

ど
パ
ン
位
で
お
な
か
す
か
な
い
の
か

し
ら
…
…
。

　
私
、
太
る
の
は
嫌
だ
け
ど
夕
食
に

ご
飯
を
二
回
も
お
変
り
し
ち
ゃ
っ
た
。

太
郎
　
小
さ
な
体
で
、
よ
く
入
る
な
。

花
子
　
面
積
で
「
ほ
っ
」
と
し
た
け

ど
そ
れ
じ
ゃ
、
ま
た
頭
が
痛
い
ネ
。

　
家
の
「
田
ん
ぼ
」
な
ら
何
が
作

れ
る
か
し
ら
…
…
。

　
　
　
＝
＝
＝
一
＝
＝
“
”

　
　
　
巳
＝
＝
＝
＝
＝
ロ
”
”

花
子
　
　
「
失
礼
し
ち
ゃ
う
ワ
已
兄
ち

ゃ
ん
だ
っ
て
、
私
よ
り
大
盛
り
で
三

回
お
変
り
し
た
じ
ゃ
な
い
？

太
郎
　
ま
あ
ま
あ
、
変
な
口
論
は
よ

そ
う
。

　
そ
れ
か
ら
「
転
作
」
に
農
協
へ
の

管
理
方
式
が
入
っ
た
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
そ
れ
は
、
ど
ん
な
こ
と
な
の

9
。
o

太
郎
　
私
た
ち
農
家
が
農
協
へ
水
田

の
管
理
を
委
託
す
る
。

　
農
協
で
は
、
そ
の
水
田
を
い
つ
で

も
作
付
け
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

訳
サ
。

花
子
　
他
の
も
の
を
作
ら
な
く
て
も
、

そ
れ
で
お
金
が
も
ら
え
る
の
？

太
郎
　
そ
う
い
う
訳
だ
。
唯
、
農
家

は
農
協
へ
管
理
費
と
し
て
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
じ
ゃ
、
家
な
ど
そ
う
す
れ
ば

よ
い
の
に
ネ
。

太
郎
　
そ
れ
に
は
ま
た
、
条
ヰ
が
あ

な
い
と
お
金
が
も
ら
え
な
い
ん
だ
ヨ
。

二
年
間
1
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ら

　
　
　
、

　
　
カ

し

る
ん
だ
ナ
。

花
子
　
い
ろ
い
ろ
面
倒
な
ん
だ
ネ
。

そ
の
条
件
っ
て
ナ
ー
二
？

太
郎
　
委
託
で
き
る
水
田
は
今
年
の

場
合
、
五
十
一
年
と
五
十
二
年
に
作

付
け
し
た
か
、
ま
た
は
休
耕
し
て
も

作
付
け
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
た

か
、
と
い
う
ん
だ
か
ら
…
…
。

　
だ
け
ど
、
二
年
連
続
で
な
く
、
ど

ち
ら
か
一
年
で
も
よ
い
ら
し
い
。

花
子
　
父
ち
ゃ
ん
も
年
取
っ
た
し
、

田
か
き
に
骨
折
れ
る
所
を
委
託
し
て
、

少
し
は
楽
で
き
れ
ば
…
…
…
。

太
郎
　
そ
れ
も
、
こ
う
景
気
が
悪
く

ち
ゃ
前
の
時
と
違
っ
て
「
日
雇
い
」

も
思
う
よ
う
に
な
い
だ
ろ
う
し
…
。

花
子
　
あ
ち
こ
ち
で
基
盤
整
備
が
行

わ
れ
て
い
る
け
ど
、
こ
れ
は
転
作
面

積
に
入
ら
な
い
の
？

太
郎
　
な
る
。
な
る
。
国
や
県
、
そ

れ
に
町
の
補
助
金
を
も
ら
っ
て
基
盤

整
備
し
て
い
る
所
で
、
作
付
け
し
な

い
田
は
仲
間
に
入
る
。

花
子
　
よ
か
っ
た
ネ
。
町
長
さ
ん
は
、

補
助
金
の
最
高
四
万
九
千
円

　
　
　
　
　
　
ー
作
目
は
雑
毅
・
果
樹
で
ー

花
子
　
話
は
戻
る
け
ど
、
転
作
し
た

人
は
い
く
ら
も
ら
え
る
の
？

太
郎
　
転
作
の
内
容
は
さ
っ
き
言
っ

た
よ
う
に
、
①
普
通
転
作
、
②
農
協

委
託
、
③
年
間
通
じ
た
土
地
改
良
（

基
盤
整
備
）
の
三
種
類
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
補
助
金
が
違
う
し
、

内
容
も
細
か
い
か
ら
表
に
し
て
説
明

す
る
ヨ
。
　
（
別
掲
）

基
盤
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う

だ
し
…
…
。

　
で
も
、
　
「
他
の
も
の
を
作
れ
」
と

言
わ
れ
て
も
、
と
な
り
の
家
は
若
手

が
い
な
い
し
、
転
作
で
き
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
ナ
。

そ
ん
な
場
合
ど
う
な
る
の
？

太
郎
　
そ
う
そ
う
。
そ
う
い
う
農
家

も
あ
る
ネ
。

　
そ
れ
に
は
残
念
な
が
ら
今
回
新
た

に
厳
し
い
ペ
ナ
ル
テ
イ
（
処
罰
）
方

式
が
入
っ
た
。
そ
こ
で
、
町
も
割
当

て
面
積
を
達
成
し
な
い
と
、
翌
年
の

買
入
限
度
数
量
に
影
響
す
る
か
ら
、

僕
た
ち
農
家
の
予
約
数
量
配
分
も
減

っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
ネ
。

　
だ
か
ら
、
町
も
必
死
だ
ヨ
。
き
っ

と
o

花
子
　
本
当
に
厳
し
い
の
ネ
。
今
は

食
管
制
度
で
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

ま
あ
ま
あ
だ
け
ど
、
将
来
、
こ
れ
が

廃
止
に
な
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な

る
ネ
。

太
郎
　
本
当
だ
ナ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
騨
＝
＝
需
一
廓
＝
＝
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
繭
一
＝
一
3
・
＝
＝

　
こ
の
中
で
、
基
本
額
は
ど
れ
も
基

準
収
護
量
を
町
内
一
定
に
し
て
あ
る

こ
と
。
計
画
加
算
額
は
集
団
で
転
作

し
た
場
合
の
奨
励
金
で
あ
り
、
面
積

は
一
ヘ
ク
タ
！
ル
以
上
で
、
転
作
率

が
最
高
二
二
％
ま
で
十
一
段
階
に
分

か
れ
て
い
る
。

花
子
　
計
画
加
算
額
の
転
作
率
が
段

階
で
な
ぜ
分
れ
て
い
る
の
？

糊
暖作率4％未満1

　　　1000

帳作率最商

22％以上で
20000

　　監000
絋作郵最商
22　第以．トで

　　｝300

瞳置転
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国
で
は
こ
の
春
か
ら
新
た
な
米
の
生
産
調
整
（
水
田
利
用
再
編
対
策
）

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
規
模
は
毎
年
一
七
〇
万
ト
ン
で
三
年
間
、
四
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
「
水
田
単
作
地
帯
」
　
「
特
別
豪
雪
地
帯
」
で
あ
る
悪
条
件
の
中
に
あ
っ

て
、
豊
．
凶
作
に
左
右
さ
れ
る
の
は
、
農
家
経
済
だ
け
で
な
く
非
農
家
を

も
含
む
私
た
ち
町
民
全
体
の
「
ふ
と
こ
ろ
」
だ
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
「
米
作
り
」
が
今
後
十
年
計
画
で
こ
の
制
限
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
私
た
ち
始
め
町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
の
で

し
よ
う
か
。

　
1
ま
ず
、
二
人
の
対
談
を
ご
覧
下
さ
い
ー

水
田
利
用

再
編
対
策

花
子
　
お
父
ち
ゃ
ん
が
出
稼
ぎ
に
出

る
頃
「
今
度
の
生
産
調
整
は
厳
し
い

…
」
と
心
配
し
て
い
た
け
ど
、
ど
ん

な
内
容
な
の
？
　
お
兄
ち
ゃ
ん
。

太
郎
　
今
度
で
四
回
目
に
な
る
。
名

称
も
「
水
田
利
用
再
編
対
策
」
と
変

っ
て
い
る
し
、
規
模
は
、
今
度
が
一

番
大
き
い
。

花
子
　
全
国
で
ど
れ
位
減
反
を
予
定

し
て
い
る
の
。

太
郎
　
米
の
収
量
に
し
て
、
一
七
〇

万
ト
ン
、
面
積
で
三
十
九
万
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
三
年
間
続
け
る
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
エ
ッ
〃
夫
変
な
の
ネ
。
数
字

が
大
き
く
マ
．
想
像
も
つ
か
な
い
ワ
。

太
郎
　
本
当
だ
ネ
。
一
七
〇
万
ト
ン

と
い
う
と
、
中
国
・
四
国
地
方
の
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
一
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
呂
＝
一
3
＝
－
＝
＝

っ
て
な
ー
に
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

生
産
量
（
一
四
〇
万
ト
ン
）
を
は
る

か
に
越
え
、
面
積
は
九
州
地
方
の
作

付
面
積
（
三
十
七
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
を
上
回
る
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
家
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
耕
作
だ

っ
け
？
　
す
る
と
ど
れ
位
減
反
す
れ

ば
よ
い
の
か
な
？

太
郎
　
町
全
体
の
水
田
面
積
の
三
・

三
％
が
割
当
て
ら
れ
た
か
ら
、
お
よ

そ
三
ア
ー
ル
か
な
。

花
子
　
そ
ん
な
程
度
な
の
。
で
も
、

全
農
家
が
や
っ
て
の
話
で
し
ヨ
？

太
郎
　
そ
う
。
花
ち
ゃ
ん
、
さ
っ
き

か
ら
「
減
反
」
と
言
っ
て
る
が
、
今

度
は
減
反
で
な
く
、
　
「
転
作
」
に
な

っ
た
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
す
る
と
、
　
「
米
」
以
外
の
作

物
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

こ
ん
な
に
雪
が
多
く
、
し
か
も
水
田

ば
か
り
の
家
で
は
、
大
変
ネ
。

太
郎
　
今
ま
で
は
、
作
付
け
し
な
い

だ
け
で
よ
か
っ
た
が
、
今
度
は
、
荒

す
だ
け
で
な
く
、
他
の
も
の
を
作
ら

今
年
か
ら
十
力
年
計
画

　
　
　
　
　
　
　
i
と
り
あ
え
ず
一

花
子
　
こ
ん
な
に
大
規
模
な
ん
だ
か

ら
今
ま
で
と
違
っ
た
点
は
い
く
つ
か

あ
る
ん
で
し
ょ
う
？

太
郎
　
ウ
ン
。
三
っ
位
あ
る
。
ま
ず

第
一
に
、
十
年
と
い
う
長
期
で
あ
る

こ
と
。
そ
の
う
ち
、
三
年
間
や
っ
て

様
子
を
み
よ
う
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

花
子
　
豊
作
が
続
け
ば
四
年
以
降
、

新
た
に
転
作
割
当
て
が
出
る
訳
ネ
。

太
郎
　
そ
う
だ
ネ
。
そ
こ
で
今
ま
で

み
た
い
に
短
期
で
な
く
、
十
年
と
打

ち
出
し
た
訳
ダ
。

「
学
校
の
給
食
も
、
弁
当
を
持
参
し

た
方
が
：
…
改
と
い
う
話
も
前
に
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。

花
子
　
と
な
り
の
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
は
、

毎
朝
パ
ン
を
食
べ
て
い
る
ら
し
い
け

ど
パ
ン
位
で
お
な
か
す
か
な
い
の
か

し
ら
…
…
。

　
私
、
太
る
の
は
嫌
だ
け
ど
夕
食
に

ご
飯
を
二
回
も
お
変
り
し
ち
ゃ
っ
た
。

太
郎
　
小
さ
な
体
で
、
よ
く
入
る
な
。

花
子
　
面
積
で
「
ほ
っ
」
と
し
た
け

ど
そ
れ
じ
ゃ
、
ま
た
頭
が
痛
い
ネ
。

　
家
の
「
田
ん
ぼ
」
な
ら
何
が
作

れ
る
か
し
ら
…
…
。

　
　
　
＝
＝
＝
一
＝
＝
“
”

　
　
　
巳
＝
＝
＝
＝
＝
ロ
”
”

花
子
　
　
「
失
礼
し
ち
ゃ
う
ワ
已
兄
ち

ゃ
ん
だ
っ
て
、
私
よ
り
大
盛
り
で
三

回
お
変
り
し
た
じ
ゃ
な
い
？

太
郎
　
ま
あ
ま
あ
、
変
な
口
論
は
よ

そ
う
。

　
そ
れ
か
ら
「
転
作
」
に
農
協
へ
の

管
理
方
式
が
入
っ
た
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
そ
れ
は
、
ど
ん
な
こ
と
な
の

9
。
o

太
郎
　
私
た
ち
農
家
が
農
協
へ
水
田

の
管
理
を
委
託
す
る
。

　
農
協
で
は
、
そ
の
水
田
を
い
つ
で

も
作
付
け
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

訳
サ
。

花
子
　
他
の
も
の
を
作
ら
な
く
て
も
、

そ
れ
で
お
金
が
も
ら
え
る
の
？

太
郎
　
そ
う
い
う
訳
だ
。
唯
、
農
家

は
農
協
へ
管
理
費
と
し
て
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
じ
ゃ
、
家
な
ど
そ
う
す
れ
ば

よ
い
の
に
ネ
。

太
郎
　
そ
れ
に
は
ま
た
、
条
ヰ
が
あ

な
い
と
お
金
が
も
ら
え
な
い
ん
だ
ヨ
。

二
年
間
1
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ら

　
　
　
、

　
　
カ

し

る
ん
だ
ナ
。

花
子
　
い
ろ
い
ろ
面
倒
な
ん
だ
ネ
。

そ
の
条
件
っ
て
ナ
ー
二
？

太
郎
　
委
託
で
き
る
水
田
は
今
年
の

場
合
、
五
十
一
年
と
五
十
二
年
に
作

付
け
し
た
か
、
ま
た
は
休
耕
し
て
も

作
付
け
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
た

か
、
と
い
う
ん
だ
か
ら
…
…
。

　
だ
け
ど
、
二
年
連
続
で
な
く
、
ど

ち
ら
か
一
年
で
も
よ
い
ら
し
い
。

花
子
　
父
ち
ゃ
ん
も
年
取
っ
た
し
、

田
か
き
に
骨
折
れ
る
所
を
委
託
し
て
、

少
し
は
楽
で
き
れ
ば
…
…
…
。

太
郎
　
そ
れ
も
、
こ
う
景
気
が
悪
く

ち
ゃ
前
の
時
と
違
っ
て
「
日
雇
い
」

も
思
う
よ
う
に
な
い
だ
ろ
う
し
…
。

花
子
　
あ
ち
こ
ち
で
基
盤
整
備
が
行

わ
れ
て
い
る
け
ど
、
こ
れ
は
転
作
面

積
に
入
ら
な
い
の
？

太
郎
　
な
る
。
な
る
。
国
や
県
、
そ

れ
に
町
の
補
助
金
を
も
ら
っ
て
基
盤

整
備
し
て
い
る
所
で
、
作
付
け
し
な

い
田
は
仲
間
に
入
る
。

花
子
　
よ
か
っ
た
ネ
。
町
長
さ
ん
は
、

補
助
金
の
最
高
四
万
九
千
円

　
　
　
　
　
　
ー
作
目
は
雑
毅
・
果
樹
で
ー

花
子
　
話
は
戻
る
け
ど
、
転
作
し
た

人
は
い
く
ら
も
ら
え
る
の
？

太
郎
　
転
作
の
内
容
は
さ
っ
き
言
っ

た
よ
う
に
、
①
普
通
転
作
、
②
農
協

委
託
、
③
年
間
通
じ
た
土
地
改
良
（

基
盤
整
備
）
の
三
種
類
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
補
助
金
が
違
う
し
、

内
容
も
細
か
い
か
ら
表
に
し
て
説
明

す
る
ヨ
。
　
（
別
掲
）

基
盤
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う

だ
し
…
…
。

　
で
も
、
　
「
他
の
も
の
を
作
れ
」
と

言
わ
れ
て
も
、
と
な
り
の
家
は
若
手

が
い
な
い
し
、
転
作
で
き
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
ナ
。

そ
ん
な
場
合
ど
う
な
る
の
？

太
郎
　
そ
う
そ
う
。
そ
う
い
う
農
家

も
あ
る
ネ
。

　
そ
れ
に
は
残
念
な
が
ら
今
回
新
た

に
厳
し
い
ペ
ナ
ル
テ
イ
（
処
罰
）
方

式
が
入
っ
た
。
そ
こ
で
、
町
も
割
当

て
面
積
を
達
成
し
な
い
と
、
翌
年
の

買
入
限
度
数
量
に
影
響
す
る
か
ら
、

僕
た
ち
農
家
の
予
約
数
量
配
分
も
減

っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
ネ
。

　
だ
か
ら
、
町
も
必
死
だ
ヨ
。
き
っ

と
o

花
子
　
本
当
に
厳
し
い
の
ネ
。
今
は

食
管
制
度
で
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

ま
あ
ま
あ
だ
け
ど
、
将
来
、
こ
れ
が

廃
止
に
な
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な

る
ネ
。

太
郎
　
本
当
だ
ナ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
騨
＝
＝
需
一
廓
＝
＝
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
繭
一
＝
一
3
・
＝
＝

　
こ
の
中
で
、
基
本
額
は
ど
れ
も
基

準
収
護
量
を
町
内
一
定
に
し
て
あ
る

こ
と
。
計
画
加
算
額
は
集
団
で
転
作

し
た
場
合
の
奨
励
金
で
あ
り
、
面
積

は
一
ヘ
ク
タ
！
ル
以
上
で
、
転
作
率

が
最
高
二
二
％
ま
で
十
一
段
階
に
分

か
れ
て
い
る
。

花
子
　
計
画
加
算
額
の
転
作
率
が
段

階
で
な
ぜ
分
れ
て
い
る
の
？

糊
暖作率4％未満1

　　　1000

帳作率最商

22％以上で
20000

　　監000
絋作郵最商
22　第以．トで

　　｝300

瞳置転

　円1

陣
ド舶00

』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補　 塑．．＿金．＿空＿．種 ．．　類 一4　獅．

　　　類　 対象作物　　　　　交　け　対　顎　水　旧
　　　　　　思そば調料勒（青刈交f才腺水田は淵榔2年に鮒けされていた瀟、緬“『1年筋鰍こて、鋤儲受けたこ

1ヒ作ガウモロコシ・醐稲）　とのあ林田・（但し勲転用したものは除く・購脳永年性崩の補助金樹ナた畑購

　　　　　　麦（種ヂ・代の助成；一全額〕　　く）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和52年に水1日総合測け月対策奨ケ遡金を受けた水田は対象と熊る。

尊
！特

転H一
1　　　　　　秦、果樹
i衣…植㌧酬雌惚新現　隆3年間対象になります0

ド
　　　　　　　　　野菜．枝ヴ、小［、’．花ぎ、葉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両　　　　ヒ
　　　　　　　　　たば二 ｝3000

3“，000 7，000

ああ水田はすぺて対象となる。（農

」
2年の休耕地に限り、水田作付が可

帳励金は預けた（貸手）豊寮に支

に支払われる，， 3鼻，000 7，000

に水稲か作付けされ、65年以鋒休 一筆でとに

計算

ていること。 36，000

一

作1

　1　一→　　般　　作　　彰ヨ

トー』

1　　　　（舗副一一帽．金鮒対象畑邑昭鮎肝かF）休耕して、賜鍍受けた琵の

「1　　　　魚・どじよう識「肋にし）腕用をしないもの）
　ヒ

←
　　　　　　　　　　　　ノ）蕎殖　　　　　　　　　　／》まての礎魚池は対象とならない．

　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交付対象水1刊は昭和52年に作付した水田。又は日召和5L年、　5
1　

！副管理転作　　　能　・
同奨輔助金　鱒積　①轍・預か”た水田をし亀つで嚇で欄態で酬る
桐　　　　　　　　　　　　櫛遭初蘇は嬬に畑の髄徽嬬う．

l　I
　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　・覆協か実盟展小ほなどに使用した場合。母励金は貸トの磯泉

卜一寸

薗 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交付対粟水田は・昭初52年に作f寸けした水田。又は．昭和◎◎年
hd　b也改良通年
施擁斜け金　ぽ躰盤輔　耕又は脚田（馳肌た棚よ除Q

．ヨ．． ．…　 ．．、基整轡茎に．よる休耕田は・県ま欄轍糠輿業となり



ー
ト
①
F
ー

1”1”””1”1”””広報まつのやま　団o臨62111”11”lll”1”Ill””1”1”1”””1”1”1”ll”1””1””ll”III”””””””ll””1”””1””1”lll””1””1”1“11“1“”1”1””1””1”Ili””1”””””1”1”【4】”””1”ll”III”II

太
郎
　
こ
れ
は
転
作
の
協
力
特
別
奨

励
金
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
ナ
？
。

　
つ
ま
り
、
転
作
し
た
割
合
に
よ
っ

て
、
補
助
金
が
多
く
な
る
。

　
セ
：
ル
ス
マ
ン
の
「
歩
合
給
」
み

た
い
な
も
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
そ
う
か
。
じ
ゃ
、
そ
の
割
合

は
個
人
ご
と
に
な
る
の
ネ
。

太
郎
　
違
う
ヨ
。
部
落
全
体
の
転
作

率
つ
ま
り
、
部
落
の
転
作
合
計
割
合

の
こ
と
な
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
分
っ
た
。
じ
ゃ
、
家
の
山
み

た
い
に
広
く
荒
れ
た
場
所
に
「
そ
ば
」

を
作
っ
た
場
合
、
い
く
ら
位
に
な
る

の
？
。

太
郎
　
広
い
と
言
っ
て
も
、
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
あ
っ
て
、
町
の
対
策
協

議
会
が
団
地
と
し
て
認
め
て
く
れ
な

い
と
駄
目
な
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
じ
ゃ
、
あ
の
最
寄
り
の
人
達

が
共
同
す
れ
ば
、
か
な
り
の
面
積
に

な
る
し
、
よ
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
。

太
郎
　
そ
う
だ
ナ
。
あ
そ
こ
を
全
部

や
れ
ば
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
あ
る

か
ら
百
四
十
七
万
五
千
円
に
な
る
。

（
昭
噂
O
O
O
ヨ
×
N
。
㎝
言
”
一
”
ミ
9
0
8
ヨ
）

　
で
も
、
町
全
体
で
三
・
三
％
以
上

の
転
作
を
し
な
い
と
、
い
く
ら
あ
そ

こ
を
や
っ
て
も
、
協
力
特
別
奨
励
金

は
も
ら
え
な
い
。
と
い
う
条
件
が
あ

一
＝
≡
≡
一
≡
一
≡
…
一
一
…
≡
…
≡
…
一
≡
一
一
＝
…
…
≡
…
＝
≡
一
＝
…
…
≡
≡
≡
≡
一
一
…
≡
＝
≡
…
…
＝
一
一
≡
…
…
≡
＝
…
＝
一
一
≡
≡
≡
一
…
≡
≡
一
…
≡
≡
≡
≡
…
＝
一
一
…
…
…
…
…
≡
一
一
一
≡
…
一
≡
…
≡
…
一
≡
≡
一
一
…
≡
＝
＝
用

　
十
二
月
一
日
、
町
の
民
生
委
員
が

改
選
さ
れ
、
次
の
方
が
た
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
各
委
員
さ
ん
に
は
児
童
委

員
の
要
職
も
兼
ね
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
↓
は
担
当
部
落
で
す
）

▼
村
山
政
太
郎
さ

　
ん

　
（
松
之
山
・
田

　
の
上
a
二
二
一

　
三
）
↓
松
之
山

　
・
兎
口
・
光
間

▼
山
岸
留
作
さ
ん

　
（
新
山
・

　
↓
新
山
・

▼
滝
沢
ノ
ブ
さ
ん

　
（
猪
之
名

　
↓
下
川
手
・

大
し
も
a
二
一
二
五
）

大
荒
戸

　
　
　
　
　
・
き
ぬ
屋
費
二
二
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
上
川
手

▼
和
久
井
広
吉
さ
ん

　
（
水
梨
・
下
の
下
費
八
三
四
八
）

　
↓
水
梨
・
小
谷

▼
渡
辺
市
郎
さ
ん

　
（
湯
山
・
長
松
5
二
六
三
四
）

　
↓
湯
山

▼
本
山
宗
一
郎
さ
ん

　
（
湯
本
・
豆
腐
屋
費
二
七
五
〇
）

　
↓
湯
本

▼
佐
藤
重
竜
さ
ん

　
（
天
水
越
・
上
内
屋
君
二
三
七
九
）

　
↓
天
水
越

▼
高
橋
友
市
さ
ん

新
し
い

　
（
上
蝦
池
・
七
院
君
九
五
九
一
）
　
㎜

　
↓
上
蝦
池
・
下
蝦
池
　
　
　
　
　
　
…

▼
涌
井
タ
マ
キ
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
（
五
十
子
平
・
下
村
費
九
二
四
六
而

　
↓
五
十
子
平
・
坪
野
・
赤
倉
・
東
㎜

　
　
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

▼
山
口
喜
作
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
…

　
（
湯
之
島
・
上
林
a
五
一
八
八
）
　
㎜

　
↓
新
田
・
上
の
山
・
湯
之
島
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
▼
石
塚
清
丸
さ
ん
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
麦
立
・
越
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
道
台
五
四
〇
九
）
㎜

　
　
民
生
委
員
の
顔
ぷ
れ
－
中
・
・
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麦
立
・
中
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
人
を
改
選
ー
　
▼
佐
藤
栄
二
郎
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

（
天
水
島
・
古
屋
敷
台
二
七
〇
七
）
　
（
月
池
・
東
屋
台
五
三
一
八
）

　
↓
天
水
島
・
中
坪

▼
佐
藤
良
道
さ
ん

　
（
藤
倉
・
正
法
寺
費
九
四
六
二
）

　
↓
藤
倉
・
東
川

▼
樋
口
義
治
さ
ん

　
（
中
尾
・
五
院
麿
九
四
四
一
）

　
↓
中
尾

▼
小
野
塚
賢
子
さ
ん

　
↓
月
池
・
坂
中
・
崩
田

▼
保
坂
ヒ
サ
さ
ん

　
（
北
浦
田
・
干
場
台
五
四
九
七
）

　
↓
樋
田
・
北
浦
田
・
西
之
前

▼
布
施
源
一
郎
さ
ん

　
（
黒
倉
・
大
井
台
五
六
五
四
）

　
↓
藤
原
・
曽
根
・
黒
倉

1””IIIlll”Ill”Ill”1””Ill”1”1””ll””1”ll”””1“lll川”ll”1””“1”II”II”””1”

る
。

花
子
　
ア
ー
そ
う
か
。
そ
こ
で
町
と

し
て
も
何
と
か
県
か
ら
配
分
の
あ
っ

た
三
・
三
％
を
達
成
し
た
い
、
と
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
ん
だ
ネ
。

太
郎
　
そ
れ
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
ヨ
。

さ
っ
き
も
言
っ
た
と
お
り
、
翌
年
の

予
約
限
度
数
量
の
配
分
が
減
ら
さ
れ

る
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ

る
訳
サ
。

　
　
　
　
　
　
　
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一

　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
＝
＝
．
一
－
一
一
＝

各
戸
へ
強
制
割
当
て
せ
ず

1
町
の
方
針
発
表
1

花
子
も
う
す
ぐ
雪
が
消
え
る
頃

だ
し
町
と
し
て
は
ど
う
取
り
く
む

の
だ
ろ
う
？
。

　
わ
た
し
も
、
心
配
に
な
る
ワ
。

太
郎
　
僕
も
心
配
な
ん
だ
け
ど
…
。

母
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に

ょ
る
と
、
こ
の
間
の
説
明
会
で
は

毎
年
、
町
の
耕
作
面
積
が
減
っ
て

い
る
し
、
こ
れ
以
上
減
っ
た
ら
大

変
な
こ
と
に
な
る
。

　
今
ま
で
に
転
作
し
た
水
田
始
め
、

休
耕
地
を
利
用
し
て
畑
を
造
り
、

何
と
か
米
以
外
の
作
物
で
農
業
所

得
が
増
え
る
よ
う
に
…
…
…
已
と

方
針
を
話
し
て
い
た
そ
う
だ
か
ら
、

そ
ん
な
に
心
配
し
な
く
て
も
大
丈

夫
だ
ろ
う
。

花
子
　
で
も
、
家
に
割
当
て
が
さ

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
。

太
郎
　
ん
ー
。
ま
あ
、
　
「
補
助
金

が
も
ら
え
る
こ
と
だ
し
、
こ
の
際

転
作
し
よ
う
か
2
と
い
う
人
も
あ

る
だ
ろ
う
か
ら
「
申
告
」
を
す
る

よ
う
だ
ヨ
。

　
そ
う
そ
う
。
忘
れ
て
い
た
け
ど
、

種
子
代
に
助
成
が
あ
る
ん
だ
。

花
子
　
い
く
ら
位
あ
る
の
？
。

太
郎
　
　
「
大
豆
・
そ
ば
」

定
作
物
は
全
額
。
ま
た
、

な
ど
の
特

「
果
樹
」

な
ど
永
年
性
植
物
の
苗
木
に
は
半
額
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
県
が
助
成
し
て
く
れ

る
ん
だ
っ
て
。

花
子
　
転
作
す
る
人
に
は
、
県
も
い

ろ
い
ろ
面
倒
み
て
く
れ
る
ん
だ
ネ
。

　
そ
れ
か
ら
「
申
告
を
す
る
已
と
い

っ
て
も
、
父
ち
ゃ
ん
は
留
守
だ
し
、

分
か
ら
な
い
と
き
は
ど
こ
に
聞
け
ば

よ
い
の
か
し
ら
…
…
。

太
郎
　
そ
れ
は
、
役
場
の
生
産
調
整

の
係
だ
ヨ
。

　
電
話
は
コ
三
三
こ
だ
し
、
窓

口
は
玄
関
を
入
っ
て
左
側
の
奥
の
方

だ
ナ
。
き
っ
と
。

花
子
　
兄
ち
ゃ
ん
ガ
い
ろ
い
ろ
あ
り

が
と
う
。
早
速
、
父
ち
ゃ
ん
に
電
話

し
な
く
ち
ゃ
ネ
。

r’；』し

●

N噂
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ヤ

。
。
＼
9
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町
議
会
は
十
二
月
二
十
一
日
、
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
会
期
を
二
日
間
に
決
め
た
後
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
む
関
係
条
例

四
件
を
上
程
し
、
一
般
質
問
に
入
り
ま
し
た
。

　
五
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
当
面
す
る
農
政
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
方
を
質
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
案
は
全
部
で
十
一
件
、
町
長
提
出
が
報
告
を
含
め
て
十
件
、

議
員
提
出
が
一
件
そ
れ
ぞ
れ
全
員
賛
成
し
て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
回
）

補
正
額
一
、
五
九
七
万
円

　
給
与
改
訂
が
主
体

　
十
三
億
九
千
万
円
を
突
破
し
た
町

一
般
会
計
予
算
は
、
東
川
で
発
生
し

た
水
路
の
災
害
復
旧
工
事
の
た
め
四

百
九
万
円
ほ
ど
十
一
月
に
補
正
し
、

今
回
は
第
六
回
で
す
。

　
予
算
総
額
は
十
四
億
一
千
百
七
十

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
町
税
が
三
百
四
十
万
円
、

県
支
出
金
三
百
三
十
万
円
、
ほ
か
に

職
員
の
給
与
改
訂
分
が
、
国
か
ら
九

コ
ヨ

窟
一の金轟

　
　
　
　
「

麗
懸

百
万
円
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
職
員
の
給
与
改
訂
の

ほ
か
、
保
安
要
員
の
報
酬
引
上
げ
分

が
百
二
十
万
円
。
保
母
の
賃
金
不
足

分
二
百
十
八
万
円
。
予
防
接
種
事
故

補
償
金
二
百
万
円
。
二
次
林
構
作
業

道
測
量
委
託
料
百
四
十
二
万
円
、
湯

本
公
衆
便
所
新
築
工
事
費
百
六
十
万

円
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
な
ど
の
修
理
代
二

百
万
円
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

特
別
会
計
の
予
算
補
正

　
各
会
計
と
も
給
与
改
訂
が
主
体

▽
国
保
（
第
三
回
）

　
補
正
額
は
二
千
二
百
十
万
円
の
減

額
で
、
合
計
は
三
億
二
千
八
百
四
十

万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
簡
水
（
第
三
回
）

　
補
正
額
は
、
百
二
十
五
万
六
千
円

の
減
額
で
、
合
計
は
一
億
五
千
六
百

七
十
一
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
要
因
は
、
松
里
簡
水
建
設
工
事
関

係
費
が
差
引
き
二
千
三
百
万
円
余
り

の
減
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

▽
農
業
共
済
（
第
一
回
）

補
正
額
は
九
十
七
万
四
千
円
で
、

合
計
は
、
ヒ
千
八
百
五
十
二
万
八
干

円
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
・
陳
柵
　
　
（
受
付
順
）

七
件
の
う
ち
建
設
が
五
件

◎
藤
原
地
内
の
町
道
を
全
面
改
良
し

て
ほ
し
い
。
　
（
藤
原
部
落
総
代
、
邨

山
正
竪
さ
ん
外
）
↓
（
建
設
）

◎
字
松
之
木
及
び
字
湯
田
地
内
の
農

地
を
基
盤
整
備
し
て
ほ
し
い
。
　
（
新

田
、
丸
山
清
一
さ
ん
外
）
↓
（
産
業
）

◎
中
立
山
地
内
の
町
道
の
改
良
及
び

橋
の
架
け
か
え
に
つ
い
て
。
　
（
中
立

山
部
落
総
代
、
佐
藤
昭
治
さ
ん
外
）

↓
（
建
設
）

◎
巳
之
下
線
を
町
道
で
改
良
し
て
ほ

し
い
。
　
（
松
之
山
部
落
総
代
、
山
岸

繁
勝
さ
ん
外
）
↓
（
建
設
）

◎
大
荒
戸
地
内
の
町
道
改
良
及
び
舗

装
の
促
進
に
つ
い
て
。
　
（
大
荒
戸
部

落
総
代
、
高
沢
利
一
さ
ん
外
）
↓
（

建
設
）

◎
小
谷
～
大
荒
戸
間
の
町
道
改
良
を

五
十
四
年
度
に
完
成
し
て
ほ
し
い
。

（
三
省
地
区
協
議
会
）
↓
（
建
設
）

◎
三
省
小
の
屋
体
改
築
を
早
急
に
。

（
三
省
小
屋
体
建
築
促
進
委
員
会
）

↓
（
総
務
文
教
）

意
見
書
の
議
決

　
朝
鮮
半
島
の
自
主
的
平
和
続
禰

　
の
促
進
に
つ
い
て

　
議
員
提
案
に
よ
る
も
の
で
、
要
旨

は
南
北
朝
鮮
の
分
断
状
態
が
続
く
中

で
、
世
界
の
平
和
を
願
う
意
味
か
ら

國
　
　
実
施
に
む
け

　
　
　
G
O
サ
イ
ン
〃
・

　
　
　
i
請
願
・
陳
柵
ー

　
総
文
、
建
設
の
各
委
員
会
は
、
九

月
の
定
例
会
で
付
託
を
受
け
た
請
願

陳
情
を
審
査
し
、
十
二
月
の
定
例
会

に
そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
請
願
、
陳
情
が
ど
の
よ

う
に
実
施
に
向
け
、
処
理
さ
れ
た
か

そ
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
浦
田
の
プ
ー
ル
改
修
に
つ
い
て

　
改
修
と
新
設
の
見
積
り
を
取
っ
て

そ
の
差
額
が
大
差
な
い
場
合
、
一
年

こ
の
二
国
が
、
平
和
統
一
を
実
現
す

る
た
め
に
政
府
も
努
力
し
て
ほ
し
い
。

条
例
の
改
正

▽
保
安
要
員
の
報
酬
引
上
げ

　
月
額
七
万
円
を
八
万
円
に
引
L
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
職
員
の
給
与
、
手
当
を
改
訂

　
扶
養
、
住
居
の
各
手
当
を
引
上
げ

る
と
と
も
に
、
給
与
も
平
均
六
・
九

二
％
引
h
げ
ま
し
た
。

ま
た
高
卒
事
務
職
員
　
初
任
給
は
、

七
万
四
千
九
百
円
で
、
六
・
五
四
％

の
引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

▽
職
員
の
特
別
休
暇
を
五
日
に

　
結
婚
の
た
め
の
休
暇
が
三
日
か
ら

五
日
に
増
え
ま
し
た
。

遅
れ
て
も
新
設
し
た
ら
ど
う
か
。

■
町
道
の
樋
田
～
月
池
間
を
舗
装
す

る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
樋
田
地
内
が
、
改
良
工
事
に
入
る

の
で
、
取
付
け
部
分
を
残
し
て
53
年

度
か
ら
着
工
し
た
ら
ど
う
か
。

■
西
之
前
部
落
内
の
農
道
を
町
道
に

昇
格
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
本
道
の
開
設
に
伴
う
借
入
金
の
残

額
を
地
元
が
責
任
を
持
つ
こ
と
で
、

町
道
に
し
た
ら
ど
う
か
。

■
町
道
松
代
～
松
之
山
線
の
改
良
を

松
口
地
内
か
ら
松
代
町
境
へ
向
か
う

こ
と
に
つ
い
て
。

　
町
、
全
体
計
画
の
中
で
今
後
と
も

継
続
し
て
改
良
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
　
の
　
他

▽
県
人
事
事
務
組
合
の
規
約
変
更

　
県
下
の
加
入
各
町
村
の
人
事
な
ど

を
処
理
す
る
組
合
に
新
し
く
「
吉
川

町
」
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。▽

土
地
改
良
事
業
の
施
行

　
来
年
度
二
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

西
之
前
は
、
区
画
整
理
、
暗
き
ょ
排

水
。
十
五
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
四
か

年
計
画
。
天
水
越
で
は
、
区
画
整
理

を
六
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
三
か
年
計

画
で
そ
れ
ぞ
れ
施
行
し
ま
す
。
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太
郎
　
こ
れ
は
転
作
の
協
力
特
別
奨

励
金
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
ナ
？
。

　
つ
ま
り
、
転
作
し
た
割
合
に
よ
っ

て
、
補
助
金
が
多
く
な
る
。

　
セ
：
ル
ス
マ
ン
の
「
歩
合
給
」
み

た
い
な
も
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
そ
う
か
。
じ
ゃ
、
そ
の
割
合

は
個
人
ご
と
に
な
る
の
ネ
。

太
郎
　
違
う
ヨ
。
部
落
全
体
の
転
作

率
つ
ま
り
、
部
落
の
転
作
合
計
割
合

の
こ
と
な
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
分
っ
た
。
じ
ゃ
、
家
の
山
み

た
い
に
広
く
荒
れ
た
場
所
に
「
そ
ば
」

を
作
っ
た
場
合
、
い
く
ら
位
に
な
る

の
？
。

太
郎
　
広
い
と
言
っ
て
も
、
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
あ
っ
て
、
町
の
対
策
協

議
会
が
団
地
と
し
て
認
め
て
く
れ
な

い
と
駄
目
な
ん
だ
ヨ
。

花
子
　
じ
ゃ
、
あ
の
最
寄
り
の
人
達

が
共
同
す
れ
ば
、
か
な
り
の
面
積
に

な
る
し
、
よ
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
。

太
郎
　
そ
う
だ
ナ
。
あ
そ
こ
を
全
部

や
れ
ば
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
あ
る

か
ら
百
四
十
七
万
五
千
円
に
な
る
。

（
昭
噂
O
O
O
ヨ
×
N
。
㎝
言
”
一
”
ミ
9
0
8
ヨ
）

　
で
も
、
町
全
体
で
三
・
三
％
以
上

の
転
作
を
し
な
い
と
、
い
く
ら
あ
そ

こ
を
や
っ
て
も
、
協
力
特
別
奨
励
金

は
も
ら
え
な
い
。
と
い
う
条
件
が
あ

一
＝
≡
≡
一
≡
一
≡
…
一
一
…
≡
…
≡
…
一
≡
一
一
＝
…
…
≡
…
＝
≡
一
＝
…
…
≡
≡
≡
≡
一
一
…
≡
＝
≡
…
…
＝
一
一
≡
…
…
≡
＝
…
＝
一
一
≡
≡
≡
一
…
≡
≡
一
…
≡
≡
≡
≡
…
＝
一
一
…
…
…
…
…
≡
一
一
一
≡
…
一
≡
…
≡
…
一
≡
≡
一
一
…
≡
＝
＝
用

　
十
二
月
一
日
、
町
の
民
生
委
員
が

改
選
さ
れ
、
次
の
方
が
た
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
各
委
員
さ
ん
に
は
児
童
委

員
の
要
職
も
兼
ね
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
↓
は
担
当
部
落
で
す
）

▼
村
山
政
太
郎
さ

　
ん

　
（
松
之
山
・
田

　
の
上
a
二
二
一

　
三
）
↓
松
之
山

　
・
兎
口
・
光
間

▼
山
岸
留
作
さ
ん

　
（
新
山
・

　
↓
新
山
・

▼
滝
沢
ノ
ブ
さ
ん

　
（
猪
之
名

　
↓
下
川
手
・

大
し
も
a
二
一
二
五
）

大
荒
戸

　
　
　
　
　
・
き
ぬ
屋
費
二
二
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
上
川
手

▼
和
久
井
広
吉
さ
ん

　
（
水
梨
・
下
の
下
費
八
三
四
八
）

　
↓
水
梨
・
小
谷

▼
渡
辺
市
郎
さ
ん

　
（
湯
山
・
長
松
5
二
六
三
四
）

　
↓
湯
山

▼
本
山
宗
一
郎
さ
ん

　
（
湯
本
・
豆
腐
屋
費
二
七
五
〇
）

　
↓
湯
本

▼
佐
藤
重
竜
さ
ん

　
（
天
水
越
・
上
内
屋
君
二
三
七
九
）

　
↓
天
水
越

▼
高
橋
友
市
さ
ん

新
し
い

　
（
上
蝦
池
・
七
院
君
九
五
九
一
）
　
㎜

　
↓
上
蝦
池
・
下
蝦
池
　
　
　
　
　
　
…

▼
涌
井
タ
マ
キ
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
（
五
十
子
平
・
下
村
費
九
二
四
六
而

　
↓
五
十
子
平
・
坪
野
・
赤
倉
・
東
㎜

　
　
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

▼
山
口
喜
作
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
…

　
（
湯
之
島
・
上
林
a
五
一
八
八
）
　
㎜

　
↓
新
田
・
上
の
山
・
湯
之
島
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
▼
石
塚
清
丸
さ
ん
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
麦
立
・
越
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
道
台
五
四
〇
九
）
㎜

　
　
民
生
委
員
の
顔
ぷ
れ
－
中
・
・
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麦
立
・
中
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
人
を
改
選
ー
　
▼
佐
藤
栄
二
郎
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

（
天
水
島
・
古
屋
敷
台
二
七
〇
七
）
　
（
月
池
・
東
屋
台
五
三
一
八
）

　
↓
天
水
島
・
中
坪

▼
佐
藤
良
道
さ
ん

　
（
藤
倉
・
正
法
寺
費
九
四
六
二
）

　
↓
藤
倉
・
東
川

▼
樋
口
義
治
さ
ん

　
（
中
尾
・
五
院
麿
九
四
四
一
）

　
↓
中
尾

▼
小
野
塚
賢
子
さ
ん

　
↓
月
池
・
坂
中
・
崩
田

▼
保
坂
ヒ
サ
さ
ん

　
（
北
浦
田
・
干
場
台
五
四
九
七
）

　
↓
樋
田
・
北
浦
田
・
西
之
前

▼
布
施
源
一
郎
さ
ん

　
（
黒
倉
・
大
井
台
五
六
五
四
）

　
↓
藤
原
・
曽
根
・
黒
倉

1””IIIlll”Ill”Ill”1””Ill”1”1””ll””1”ll”””1“lll川”ll”1””“1”II”II”””1”

る
。

花
子
　
ア
ー
そ
う
か
。
そ
こ
で
町
と

し
て
も
何
と
か
県
か
ら
配
分
の
あ
っ

た
三
・
三
％
を
達
成
し
た
い
、
と
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
ん
だ
ネ
。

太
郎
　
そ
れ
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
ヨ
。

さ
っ
き
も
言
っ
た
と
お
り
、
翌
年
の

予
約
限
度
数
量
の
配
分
が
減
ら
さ
れ

る
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ

る
訳
サ
。

　
　
　
　
　
　
　
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一

　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
＝
＝
．
一
－
一
一
＝

各
戸
へ
強
制
割
当
て
せ
ず

1
町
の
方
針
発
表
1

花
子
も
う
す
ぐ
雪
が
消
え
る
頃

だ
し
町
と
し
て
は
ど
う
取
り
く
む

の
だ
ろ
う
？
。

　
わ
た
し
も
、
心
配
に
な
る
ワ
。

太
郎
　
僕
も
心
配
な
ん
だ
け
ど
…
。

母
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に

ょ
る
と
、
こ
の
間
の
説
明
会
で
は

毎
年
、
町
の
耕
作
面
積
が
減
っ
て

い
る
し
、
こ
れ
以
上
減
っ
た
ら
大

変
な
こ
と
に
な
る
。

　
今
ま
で
に
転
作
し
た
水
田
始
め
、

休
耕
地
を
利
用
し
て
畑
を
造
り
、

何
と
か
米
以
外
の
作
物
で
農
業
所

得
が
増
え
る
よ
う
に
…
…
…
已
と

方
針
を
話
し
て
い
た
そ
う
だ
か
ら
、

そ
ん
な
に
心
配
し
な
く
て
も
大
丈

夫
だ
ろ
う
。

花
子
　
で
も
、
家
に
割
当
て
が
さ

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
。

太
郎
　
ん
ー
。
ま
あ
、
　
「
補
助
金

が
も
ら
え
る
こ
と
だ
し
、
こ
の
際

転
作
し
よ
う
か
2
と
い
う
人
も
あ

る
だ
ろ
う
か
ら
「
申
告
」
を
す
る

よ
う
だ
ヨ
。

　
そ
う
そ
う
。
忘
れ
て
い
た
け
ど
、

種
子
代
に
助
成
が
あ
る
ん
だ
。

花
子
　
い
く
ら
位
あ
る
の
？
。

太
郎
　
　
「
大
豆
・
そ
ば
」

定
作
物
は
全
額
。
ま
た
、

な
ど
の
特

「
果
樹
」

な
ど
永
年
性
植
物
の
苗
木
に
は
半
額
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
県
が
助
成
し
て
く
れ

る
ん
だ
っ
て
。

花
子
　
転
作
す
る
人
に
は
、
県
も
い

ろ
い
ろ
面
倒
み
て
く
れ
る
ん
だ
ネ
。

　
そ
れ
か
ら
「
申
告
を
す
る
已
と
い

っ
て
も
、
父
ち
ゃ
ん
は
留
守
だ
し
、

分
か
ら
な
い
と
き
は
ど
こ
に
聞
け
ば

よ
い
の
か
し
ら
…
…
。

太
郎
　
そ
れ
は
、
役
場
の
生
産
調
整

の
係
だ
ヨ
。

　
電
話
は
コ
三
三
こ
だ
し
、
窓

口
は
玄
関
を
入
っ
て
左
側
の
奥
の
方

だ
ナ
。
き
っ
と
。

花
子
　
兄
ち
ゃ
ん
ガ
い
ろ
い
ろ
あ
り

が
と
う
。
早
速
、
父
ち
ゃ
ん
に
電
話

し
な
く
ち
ゃ
ネ
。
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町
議
会
は
十
二
月
二
十
一
日
、
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
会
期
を
二
日
間
に
決
め
た
後
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
む
関
係
条
例

四
件
を
上
程
し
、
一
般
質
問
に
入
り
ま
し
た
。

　
五
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
当
面
す
る
農
政
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
方
を
質
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
案
は
全
部
で
十
一
件
、
町
長
提
出
が
報
告
を
含
め
て
十
件
、

議
員
提
出
が
一
件
そ
れ
ぞ
れ
全
員
賛
成
し
て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
回
）

補
正
額
一
、
五
九
七
万
円

　
給
与
改
訂
が
主
体

　
十
三
億
九
千
万
円
を
突
破
し
た
町

一
般
会
計
予
算
は
、
東
川
で
発
生
し

た
水
路
の
災
害
復
旧
工
事
の
た
め
四

百
九
万
円
ほ
ど
十
一
月
に
補
正
し
、

今
回
は
第
六
回
で
す
。

　
予
算
総
額
は
十
四
億
一
千
百
七
十

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
町
税
が
三
百
四
十
万
円
、

県
支
出
金
三
百
三
十
万
円
、
ほ
か
に

職
員
の
給
与
改
訂
分
が
、
国
か
ら
九

コ
ヨ

窟
一の金轟

　
　
　
　
「

麗
懸

百
万
円
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
職
員
の
給
与
改
訂
の

ほ
か
、
保
安
要
員
の
報
酬
引
上
げ
分

が
百
二
十
万
円
。
保
母
の
賃
金
不
足

分
二
百
十
八
万
円
。
予
防
接
種
事
故

補
償
金
二
百
万
円
。
二
次
林
構
作
業

道
測
量
委
託
料
百
四
十
二
万
円
、
湯

本
公
衆
便
所
新
築
工
事
費
百
六
十
万

円
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
な
ど
の
修
理
代
二

百
万
円
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

特
別
会
計
の
予
算
補
正

　
各
会
計
と
も
給
与
改
訂
が
主
体

▽
国
保
（
第
三
回
）

　
補
正
額
は
二
千
二
百
十
万
円
の
減

額
で
、
合
計
は
三
億
二
千
八
百
四
十

万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
簡
水
（
第
三
回
）

　
補
正
額
は
、
百
二
十
五
万
六
千
円

の
減
額
で
、
合
計
は
一
億
五
千
六
百

七
十
一
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
要
因
は
、
松
里
簡
水
建
設
工
事
関

係
費
が
差
引
き
二
千
三
百
万
円
余
り

の
減
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

▽
農
業
共
済
（
第
一
回
）

補
正
額
は
九
十
七
万
四
千
円
で
、

合
計
は
、
ヒ
千
八
百
五
十
二
万
八
干

円
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
・
陳
柵
　
　
（
受
付
順
）

七
件
の
う
ち
建
設
が
五
件

◎
藤
原
地
内
の
町
道
を
全
面
改
良
し

て
ほ
し
い
。
　
（
藤
原
部
落
総
代
、
邨

山
正
竪
さ
ん
外
）
↓
（
建
設
）

◎
字
松
之
木
及
び
字
湯
田
地
内
の
農

地
を
基
盤
整
備
し
て
ほ
し
い
。
　
（
新

田
、
丸
山
清
一
さ
ん
外
）
↓
（
産
業
）

◎
中
立
山
地
内
の
町
道
の
改
良
及
び

橋
の
架
け
か
え
に
つ
い
て
。
　
（
中
立

山
部
落
総
代
、
佐
藤
昭
治
さ
ん
外
）

↓
（
建
設
）

◎
巳
之
下
線
を
町
道
で
改
良
し
て
ほ

し
い
。
　
（
松
之
山
部
落
総
代
、
山
岸

繁
勝
さ
ん
外
）
↓
（
建
設
）

◎
大
荒
戸
地
内
の
町
道
改
良
及
び
舗

装
の
促
進
に
つ
い
て
。
　
（
大
荒
戸
部

落
総
代
、
高
沢
利
一
さ
ん
外
）
↓
（

建
設
）

◎
小
谷
～
大
荒
戸
間
の
町
道
改
良
を

五
十
四
年
度
に
完
成
し
て
ほ
し
い
。

（
三
省
地
区
協
議
会
）
↓
（
建
設
）

◎
三
省
小
の
屋
体
改
築
を
早
急
に
。

（
三
省
小
屋
体
建
築
促
進
委
員
会
）

↓
（
総
務
文
教
）

意
見
書
の
議
決

　
朝
鮮
半
島
の
自
主
的
平
和
続
禰

　
の
促
進
に
つ
い
て

　
議
員
提
案
に
よ
る
も
の
で
、
要
旨

は
南
北
朝
鮮
の
分
断
状
態
が
続
く
中

で
、
世
界
の
平
和
を
願
う
意
味
か
ら

國
　
　
実
施
に
む
け

　
　
　
G
O
サ
イ
ン
〃
・

　
　
　
i
請
願
・
陳
柵
ー

　
総
文
、
建
設
の
各
委
員
会
は
、
九

月
の
定
例
会
で
付
託
を
受
け
た
請
願

陳
情
を
審
査
し
、
十
二
月
の
定
例
会

に
そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
請
願
、
陳
情
が
ど
の
よ

う
に
実
施
に
向
け
、
処
理
さ
れ
た
か

そ
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
浦
田
の
プ
ー
ル
改
修
に
つ
い
て

　
改
修
と
新
設
の
見
積
り
を
取
っ
て

そ
の
差
額
が
大
差
な
い
場
合
、
一
年

こ
の
二
国
が
、
平
和
統
一
を
実
現
す

る
た
め
に
政
府
も
努
力
し
て
ほ
し
い
。

条
例
の
改
正

▽
保
安
要
員
の
報
酬
引
上
げ

　
月
額
七
万
円
を
八
万
円
に
引
L
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
職
員
の
給
与
、
手
当
を
改
訂

　
扶
養
、
住
居
の
各
手
当
を
引
上
げ

る
と
と
も
に
、
給
与
も
平
均
六
・
九

二
％
引
h
げ
ま
し
た
。

ま
た
高
卒
事
務
職
員
　
初
任
給
は
、

七
万
四
千
九
百
円
で
、
六
・
五
四
％

の
引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

▽
職
員
の
特
別
休
暇
を
五
日
に

　
結
婚
の
た
め
の
休
暇
が
三
日
か
ら

五
日
に
増
え
ま
し
た
。

遅
れ
て
も
新
設
し
た
ら
ど
う
か
。

■
町
道
の
樋
田
～
月
池
間
を
舗
装
す

る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
樋
田
地
内
が
、
改
良
工
事
に
入
る

の
で
、
取
付
け
部
分
を
残
し
て
53
年

度
か
ら
着
工
し
た
ら
ど
う
か
。

■
西
之
前
部
落
内
の
農
道
を
町
道
に

昇
格
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　
本
道
の
開
設
に
伴
う
借
入
金
の
残

額
を
地
元
が
責
任
を
持
つ
こ
と
で
、

町
道
に
し
た
ら
ど
う
か
。

■
町
道
松
代
～
松
之
山
線
の
改
良
を

松
口
地
内
か
ら
松
代
町
境
へ
向
か
う

こ
と
に
つ
い
て
。

　
町
、
全
体
計
画
の
中
で
今
後
と
も

継
続
し
て
改
良
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
　
の
　
他

▽
県
人
事
事
務
組
合
の
規
約
変
更

　
県
下
の
加
入
各
町
村
の
人
事
な
ど

を
処
理
す
る
組
合
に
新
し
く
「
吉
川

町
」
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。▽

土
地
改
良
事
業
の
施
行

　
来
年
度
二
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

西
之
前
は
、
区
画
整
理
、
暗
き
ょ
排

水
。
十
五
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
四
か

年
計
画
。
天
水
越
で
は
、
区
画
整
理

を
六
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
三
か
年
計

画
で
そ
れ
ぞ
れ
施
行
し
ま
す
。
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、

▼出世力士に胴上げされる欲ノ川理事長
▲出世の祝酒に顔もほころぶ来光山関

土俵入りも大詰めの西横綱・青年山関。ヨイシ訟の声で四股をふみ▲
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▼8日目を迎えた協会周辺の夕暮。
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▼今場所89勝をあげ西前頭10

　枚目と大奮斗のベテラン繁太山関
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　朝からその準備に大わらわ。

　ミ丈はそれぐらいだ、後は綱だナ

▲
幟
を
か
つ
い
で
大
納
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う
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場
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の
各
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担
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部
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了
ま
で
二
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い



第21回

星
取A

　口　　戦

l
o
o
①
P
l

鰍
9
5
勝
の
杵
野
山

　
　
　
　
　
準
は
、
青
年
山

（
松
之
山
・
き
ね
や
の
父
ち
ゃ
）

（
松
高
・
高
橋
先
生
）

　
　
　
　
朝
の
あ
い
さ
つ
に
「
雪
が
少
な
く
て
、
や
ん
べ
だ
ネ
。

い
く
つ
だ
っ
け
？
」
と
言
う
ほ
ど
天
候
に
恵
ま
れ
た
星
取
合
戦
。

き
ん
な

大
日
本
松
儲

　
　
　
　
　
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
協

　
　
　
　
　
撲

　
　
　
相

山
町
晴
夫
－

さ
ん
南
雲

成

’

〈
綱
を
取
っ
た
の
は
よ
い
が
、

▼出世力士に胴上げされる欲ノ川理事長
▲出世の祝酒に顔もほころぶ来光山関

土俵入りも大詰めの西横綱・青年山関。ヨイシ訟の声で四股をふみ▲

廼婁

黒
皆
象

灘

▼8日目を迎えた協会周辺の夕暮。

　　　　　（午后5時30分ごろ

▼今場所89勝をあげ西前頭10

　枚目と大奮斗のベテラン繁太山関

▲横綱杵野山関の稲妻部屋では

　朝からその準備に大わらわ。

　ミ丈はそれぐらいだ、後は綱だナ

▲
幟
を
か
つ
い
で
大
納
会
場
へ
向
か
う

　
役
場
部
屋
の
各
力
士

〉
採
点
担
当
は
喜
楽
部
屋

　
　
　
　
　
終
了
ま
で
二
時
間
ぐ
ら
い



1
①
①
F
l

1””””“1”1””1広報まつのやま　Nα62111”lllll”””1”Ilml””Ill”1”II””II”””ll”llll”””ll”1””””II”1””1”1”1””IIII”””1”“””””1””1“1””1””1”1”””1””””””lll””【8】””lll“1”1”””1”Illl””””””Ill”III”1””””IIIllll”””1”1”1””II”1“””11”””1”ll”II広報まつのやま　Nα621111””1”llIllllI”1聾”II”””1””【9】1”””lll””””1”””1”III”1”1”1”””1”1”llIlllllI

　　　　52　水稲共済の被害原因状況

琢
穣

ノ1“・附t、、～
ヂつぐへなな　り

籔穣1
　㌦、、一師，’戚，
　　へやぺリワザノ

　　灘i

　　、L一！！
　　ヤヘの　　ノ

，i業一　　♪ζニゴ
ヨ　　　　　トなへびやノ

li嚢
1箋

ヨ叢
i　　　肇》唖用，’
州　　　ひぐ譜誰’
1　　　』、…』＿、〆

1蓋
「　　な蔦二詫

　　～一£一ボ〆
訓　　尊た厚二
1こ一ミ3ζそ
百量　日乍　　貯く二二ご

け年　☆弱で
たの　㌃よ物て二

r大畢ζ桑水冷菰圏とぐ
稲害　・や漏㌶
のを＆尋彰
品教

圏囲

－
脚
‡
網
一

　
　
　
ロ
　
　
コ

　
　
　
一
6

　
　
骸
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
6

　
　
　
　
6

　
　
　
　
6

7
　
　
　
　
　
　
，

川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
亡
尊
‡
㎜

　
　
　

ワ
ハ
マ

　
　
　
　
竺
鴇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡
…
一

製
π
π

　
　
　
　
－
一
－

心
　
皿
　
一

癒
　
一

耳
竺
†

　
　
噛
『
。
酬

　
米

　
玄

横
』

じ
　
げ　
　
　
　
　

黒
　｝

二
｝

“稀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
堕
．
o
セ
…
噂
』

置
凹
一
隅
一
噌

「
播

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
、
叫
一
△

『
標

“
ド
三
系
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣

τ
の滝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ r凹r巡馴　　四7　7”　ズ臼i

　　 一　　　　罰州
　酬 7囲 －1
　　覧一 牲，竺」

　閥 　棚　HU　牛一　一 一←一 十一 一一

酬川i耽’呂7
ヰ 　 ロ　 　 キド

　　り　　170 　鯉 8．バ9

　　　　　π 一一－
’㎞

　　ロU　750卜？■27
　　＿⊥＿一

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和～2年松之山町水稲晶挿比鮫試験ほ

lr欝糞1警翌・1』蛭調饗
1◇峯▽二lll端☆
☆纂r…評欝蕪藩1垂
襲▽し器遥 翻這群1撒類
F△△鋪甜鷺 ☆1☆塔1禽1饗三

圃棋 雀…1目・・引1履 』蒲了㍊＼喧．』 7四1π蕉一一、

硝r町縮遡1下7岬取1二藝翼T　　　　　　　　　　　　　　　L一 皿 一匝r』rず豆

◎
中
耕
除
草

　
イ
0
6
月
7
日
　
中
耕
除
草

　
　
0
6
月
11
日
　
ア
ビ
ロ
サ
ン
粒

　
　
済
散
布

　
ロ
　
実
施
し
な
い

◎
病
害
虫
防
除

　
イ
0
7
月
1
日
カ
ス
ラ
ブ
サ
イ
ド

　
　
粉
済
散
布

　
　
0
7
月
15
日
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒

　
　
済
散
布

訓
に
設
け
た
「
水
稲
の
品

種
比
較
試
験
ほ
」
で
は
、

収
量
な
ど
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
詳
細
は
別
表
）

　
収
量
順
位
で
単
純
比
較

す
る
と
、
光
間
で
は
、
①

コ
シ
ヒ
カ
リ
で
五
七
三
㎏

②
北
陸
㎜
号
、
五
六
六
㎏

③
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、
五
二

六
㎏
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
田
麦
立
で
は
①

こ
が
ね
モ
チ
四
七
四
㎏

うるち米品種別作付状況52

フジミノリ

　30％

　　210加

トドロキワセ

　19％

　　132加
704んα

コシヒ．カリ

　12．5％
L　88頽

ホウネンワセ5％35加

シモキタ

　15％

　　106加

嘱蹉の他

　　　　　13．7％
　　　　　　窟溶痴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
で
四
六
二
㎏

③
ア
キ
ヒ
カ
リ
が
四
五
九
㎏
。
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
収
量
比
較
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
、
両
ほ
場
で
同

一
品
種
が
全
休
に
「
は
さ
み
状
」
の
結
果
が
出
た
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
田
麦
立
で
は
三
七
一
㎏
　
十

四
位
。
二
〇
〇
㎏
の
差
。

　
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
は
、
光
間
で
四
二
五
㎏
　
十
二
位
。
三

七
㎏
の
差
。

　
そ
の
中
で
、
シ
モ
キ
タ
系
統
と
い
わ
れ
る
「
ふ
系
鵬
号
」

は
、
光
間
で
五
一
五
㎏
五
位
。
田
麦
立
で
は
、
四
四
九

㎏
で
四
位
。
と
六
〇
㎏
余
り
の
差
が
出
た
も
の
の
、
上
位

に
な
っ
た
こ
と
は
、
今
後
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
栽
培
管
理
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
は
光
間
・
ロ
は
田
麦
立
）

　
こ
の
結
果
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
し
よ

い
つ
o

　
稲
作
は
、
自
然
条
件
（
天
候
）
と
人
的
条
件
（
管
理
）

　
ロ
0
7
月
上
旬
と
下
旬
　
マ
ラ
ソ

　
　
ン
粉
済
二
回
、
カ
ス
ラ
ブ
サ
イ

　
　
ド
粉
済
を
各
散
布
。

◎
追
肥
（
1
0
ア
ー
ル
当
り
）

　
イ
　
穂
肥
3
号
一
〇
㎏

　
　
　
（
N
b
　
P
O
、
K
㎜
）

　
ロ
　
施
肥
し
な
い
。

　
な
お
、
光
間
の
肥
料
設
計
は
農
協

が
行
い
、
田
麦
立
は
受
託
者
の
本
山

一
夫
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

53

年
度
は
品
種
を
変
更

　
　
　
　
新
し
く
「
大
空
」
な
ど
五
品
種

30％以上の被害

　455．1a

　
｝
年
の
試
作
で
は
、
評
価
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
同
じ
ほ
場
で
今
後
も
試

験
を
続
け
ま
す
。
あ
る
程
度
続
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

行
え
ば
、
品
種
特
性
が
私
た
ち
の
「

田
ん
ぼ
」
に
適
す
る
か
否
か
判
明
す

る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
品
種
の
数
が
多
い
こ
と
、

ほ
ぼ
結
果
が
判
明
し
た
な
ど
に
よ
り
、

当
然
、
入
替
え
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
今
年
は
五
品
種
を
入
替

え
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

緯
劇
中
止
す
る
品
灌
．
北
鑑
号
．

笹
礎
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
蕪
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
灘

麹

織
騨
懸
懲

鎗
モ
手
界

レ
イ
メ
イ
●
ふ
系
姻
号
●
ヨ
ネ
シ
ロ

●
南
栄
で
す
。

　
一
方
、
新
し
い
品
種
で
は
O
大
空

○
ト
ヨ
ニ
シ
キ
○
ミ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
○

新
潟
8
号
○
北
陸
9
7
号
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
新
し
い
五
品
種
を
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

大
空
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
×
山
路
早
生
）

　
昭
和
三
十
五
年
に
愛
知
県
で
作
出
。

県
内
で
は
、
五
年
位
前
か
ら
作
付
が

急
伸
し
て
い
ま
す
。

　
特
性
は
お
お
む
ね
父
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
に
似
て
お
り
、
稗
質
・
穂
数
、
耐

病
性
（
い
も
ち
病
、
白
葉
枯
病
、
紋

枯
病
、
ご
ま
葉
枯
病
）
は
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
よ
り
優
れ
て
い
ま
す
。

ト
ヨ
ニ
シ
キ
（
奥
羽
鵬
号
×
東
北
78

　
号
）
昭
和
三
十
五
年
東
北
農
試
作
。

昭
和
四
十
九
年
に
は
全
国
作
付
第
三

位
。
県
内
に
も
、
広
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
特
性
は
、
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
に
ゃ
や

似
て
お
り
、
食
味
は
こ
れ
よ
り
良
い
。

　
耐
冷
性
に
弱
く
、
高
令
及
び
冷
水

田
に
は
不
適
当
。

ミ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
（
藤
坂
5
号
×
農
林

29

号
）
昭
和
二
十
八
年
福
井
農
試
作
。

　
町
内
で
も
、
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り

の
作
付
が
さ
れ
、
既
に
ご
存
じ
の
方

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
十
年
位
前
か
ら
横
ば

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
越
路
早
生
よ
り
短
稗
で
、
倒
伏
に

十
二
虫
》
o

些
コ
サ
し

　
耐
冷
性
に
弱
く
、
秋
落
田
に
向
き

ま
せ
ん
。

が
、
う
ま
く
一
致
し
た
時
始
め
て
私

た
ち
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　
人
的
条
件
で
あ
る
裁
培
管
理
は
次

の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
播
種

　
イ
　
4
月
20
日
　
ロ
4
月
29
日

◎
田
植
え

　
イ
　
5
月
27
日
　
ロ
6
月
3
日

◎
株
数
（
三
二
二
㎡
当
り
）

　
イ
　
72
株
　
ロ
7
3
株

◎
本
田
施
肥
量
（
1
0
ア
ー
ル
当
り
）

　
イ
O
燐
加
苦
士
安
　
五
十
五
㎏

　
　
　
　
（
N
㏄
　
P
舗
　
K
部
）

　
　
o
推
肥
　
五
〇
〇
㎏

　
　
○
尿
素
化
成
特
50
号
三
十
五
㎏

　
　
　
　
（
N
P
K
　
各
脇
）

　
　
○
推
肥
（
刈
草
）
一
〇
〇
㎏

新
潟
8
号
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
×
北
陸
89

号
）
昭
和
四
十
三
年
、
北
陸
農
試
作
。

　
品
質
は
「
越
路
早
生
」
よ
り
劣
る

が
、
　
「
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
」
よ
り
良
い
。

　
耐
倒
伏
性
は
、
　
「
ト
ド
ロ
キ
」
よ

り
強
い
。
葉
、
穂
い
も
ち
病
に
は
比
較

較
的
強
く
、
白
葉
枯
病
、
紋
枯
病
に

は
中
程
度
。

北
陸
9
7
号
（
ヤ
マ
セ
ニ
シ
キ
角
）

　
昭
和
三
十
八
年
、
北
陸
農
試
作
。

県
内
で
は
、
ま
だ
作
付
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　
桿
長
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
一
五
㎝

ほ
ど
短
か
く
、
穂
数
も
や
や
多
い
。

　
い
も
ち
病
に
は
強
く
、
葉
、
穂
と

も
に
強
い
。

　
白
葉
枯
病
に
は
や
や
弱
く
、
紋
枯

病
に
は
や
や
強
い
。
倒
伏
に
は
コ
シ

ヒ
カ
リ
よ
り
強
い
と
い
わ
れ
、
い
も

ち
病
の
常
発
地
に
適
し
ま
す
。

い
も
ち
病
の
被
害
7
2
％

　
　
1
共
済
の
損
害
評
価
で
ー

　
昨
年
の
稲
作
は
天
候
に
恵
ま
れ
た

が
、
共
済
の
損
害
評
価
に
ょ
る
と
、

冷
害
を
被
っ
た
の
は
一
五
％
と
出
た
。

　
損
害
を
三
〇
％
以
上
受
け
た
部
落

は
、
四
六
％
に
上
っ
た
。
こ
の
う
ち

最
も
面
積
の
多
か
っ
た
の
は
、
田
麦

立
の
七
十
六
ア
ー
ル
だ
っ
た
。

　
原
因
は
、
い
も
ち
病
と
冷
害
で
八

七
％
。
最
も
少
な
い
の
は
、
五
十
子

平
の
三
・
五
ア
ー
ル
。
こ
れ
は
全
部

い
も
ち
病
で
あ
る
。

　
稲
作
り
で
、
い
も
ち
病
と
冷
害
は
、

人
体
の
「
ガ
ン
」
と
同
じ
…
…
。
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　　　　52　水稲共済の被害原因状況
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中
耕
除
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イ
0
6
月
7
日
　
中
耕
除
草

　
　
0
6
月
11
日
　
ア
ビ
ロ
サ
ン
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済
散
布

　
ロ
　
実
施
し
な
い

◎
病
害
虫
防
除

　
イ
0
7
月
1
日
カ
ス
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サ
イ
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粉
済
散
布

　
　
0
7
月
15
日
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒

　
　
済
散
布

訓
に
設
け
た
「
水
稲
の
品

種
比
較
試
験
ほ
」
で
は
、

収
量
な
ど
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
詳
細
は
別
表
）

　
収
量
順
位
で
単
純
比
較

す
る
と
、
光
間
で
は
、
①

コ
シ
ヒ
カ
リ
で
五
七
三
㎏

②
北
陸
㎜
号
、
五
六
六
㎏

③
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、
五
二

六
㎏
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
田
麦
立
で
は
①

こ
が
ね
モ
チ
四
七
四
㎏

うるち米品種別作付状況52

フジミノリ

　30％

　　210加
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　19％

　　132加
704んα

コシヒ．カリ

　12．5％
L　88頽

ホウネンワセ5％35加

シモキタ

　15％

　　106加

嘱蹉の他

　　　　　13．7％
　　　　　　窟溶痴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
で
四
六
二
㎏

③
ア
キ
ヒ
カ
リ
が
四
五
九
㎏
。
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
収
量
比
較
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
、
両
ほ
場
で
同

一
品
種
が
全
休
に
「
は
さ
み
状
」
の
結
果
が
出
た
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
田
麦
立
で
は
三
七
一
㎏
　
十

四
位
。
二
〇
〇
㎏
の
差
。

　
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
は
、
光
間
で
四
二
五
㎏
　
十
二
位
。
三

七
㎏
の
差
。

　
そ
の
中
で
、
シ
モ
キ
タ
系
統
と
い
わ
れ
る
「
ふ
系
鵬
号
」

は
、
光
間
で
五
一
五
㎏
五
位
。
田
麦
立
で
は
、
四
四
九

㎏
で
四
位
。
と
六
〇
㎏
余
り
の
差
が
出
た
も
の
の
、
上
位

に
な
っ
た
こ
と
は
、
今
後
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
栽
培
管
理
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
は
光
間
・
ロ
は
田
麦
立
）

　
こ
の
結
果
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
し
よ

い
つ
o

　
稲
作
は
、
自
然
条
件
（
天
候
）
と
人
的
条
件
（
管
理
）

　
ロ
0
7
月
上
旬
と
下
旬
　
マ
ラ
ソ

　
　
ン
粉
済
二
回
、
カ
ス
ラ
ブ
サ
イ

　
　
ド
粉
済
を
各
散
布
。

◎
追
肥
（
1
0
ア
ー
ル
当
り
）

　
イ
　
穂
肥
3
号
一
〇
㎏

　
　
　
（
N
b
　
P
O
、
K
㎜
）

　
ロ
　
施
肥
し
な
い
。

　
な
お
、
光
間
の
肥
料
設
計
は
農
協

が
行
い
、
田
麦
立
は
受
託
者
の
本
山

一
夫
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

53

年
度
は
品
種
を
変
更

　
　
　
　
新
し
く
「
大
空
」
な
ど
五
品
種

30％以上の被害

　455．1a

　
｝
年
の
試
作
で
は
、
評
価
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
同
じ
ほ
場
で
今
後
も
試

験
を
続
け
ま
す
。
あ
る
程
度
続
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

行
え
ば
、
品
種
特
性
が
私
た
ち
の
「

田
ん
ぼ
」
に
適
す
る
か
否
か
判
明
す

る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
品
種
の
数
が
多
い
こ
と
、

ほ
ぼ
結
果
が
判
明
し
た
な
ど
に
よ
り
、

当
然
、
入
替
え
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
今
年
は
五
品
種
を
入
替

え
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

緯
劇
中
止
す
る
品
灌
．
北
鑑
号
．

笹
礎
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
蕪
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
灘

麹

織
騨
懸
懲

鎗
モ
手
界

レ
イ
メ
イ
●
ふ
系
姻
号
●
ヨ
ネ
シ
ロ

●
南
栄
で
す
。

　
一
方
、
新
し
い
品
種
で
は
O
大
空

○
ト
ヨ
ニ
シ
キ
○
ミ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
○

新
潟
8
号
○
北
陸
9
7
号
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
新
し
い
五
品
種
を
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

大
空
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
×
山
路
早
生
）

　
昭
和
三
十
五
年
に
愛
知
県
で
作
出
。

県
内
で
は
、
五
年
位
前
か
ら
作
付
が

急
伸
し
て
い
ま
す
。

　
特
性
は
お
お
む
ね
父
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
に
似
て
お
り
、
稗
質
・
穂
数
、
耐

病
性
（
い
も
ち
病
、
白
葉
枯
病
、
紋

枯
病
、
ご
ま
葉
枯
病
）
は
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
よ
り
優
れ
て
い
ま
す
。

ト
ヨ
ニ
シ
キ
（
奥
羽
鵬
号
×
東
北
78

　
号
）
昭
和
三
十
五
年
東
北
農
試
作
。

昭
和
四
十
九
年
に
は
全
国
作
付
第
三

位
。
県
内
に
も
、
広
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
特
性
は
、
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
に
ゃ
や

似
て
お
り
、
食
味
は
こ
れ
よ
り
良
い
。

　
耐
冷
性
に
弱
く
、
高
令
及
び
冷
水

田
に
は
不
適
当
。

ミ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
（
藤
坂
5
号
×
農
林

29

号
）
昭
和
二
十
八
年
福
井
農
試
作
。

　
町
内
で
も
、
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り

の
作
付
が
さ
れ
、
既
に
ご
存
じ
の
方

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
十
年
位
前
か
ら
横
ば

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
越
路
早
生
よ
り
短
稗
で
、
倒
伏
に

十
二
虫
》
o

些
コ
サ
し

　
耐
冷
性
に
弱
く
、
秋
落
田
に
向
き

ま
せ
ん
。

が
、
う
ま
く
一
致
し
た
時
始
め
て
私

た
ち
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　
人
的
条
件
で
あ
る
裁
培
管
理
は
次

の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
播
種

　
イ
　
4
月
20
日
　
ロ
4
月
29
日

◎
田
植
え

　
イ
　
5
月
27
日
　
ロ
6
月
3
日

◎
株
数
（
三
二
二
㎡
当
り
）

　
イ
　
72
株
　
ロ
7
3
株

◎
本
田
施
肥
量
（
1
0
ア
ー
ル
当
り
）

　
イ
O
燐
加
苦
士
安
　
五
十
五
㎏

　
　
　
　
（
N
㏄
　
P
舗
　
K
部
）

　
　
o
推
肥
　
五
〇
〇
㎏

　
　
○
尿
素
化
成
特
50
号
三
十
五
㎏

　
　
　
　
（
N
P
K
　
各
脇
）

　
　
○
推
肥
（
刈
草
）
一
〇
〇
㎏

新
潟
8
号
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
×
北
陸
89

号
）
昭
和
四
十
三
年
、
北
陸
農
試
作
。

　
品
質
は
「
越
路
早
生
」
よ
り
劣
る

が
、
　
「
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
」
よ
り
良
い
。

　
耐
倒
伏
性
は
、
　
「
ト
ド
ロ
キ
」
よ

り
強
い
。
葉
、
穂
い
も
ち
病
に
は
比
較

較
的
強
く
、
白
葉
枯
病
、
紋
枯
病
に

は
中
程
度
。

北
陸
9
7
号
（
ヤ
マ
セ
ニ
シ
キ
角
）

　
昭
和
三
十
八
年
、
北
陸
農
試
作
。

県
内
で
は
、
ま
だ
作
付
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　
桿
長
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
一
五
㎝

ほ
ど
短
か
く
、
穂
数
も
や
や
多
い
。

　
い
も
ち
病
に
は
強
く
、
葉
、
穂
と

も
に
強
い
。

　
白
葉
枯
病
に
は
や
や
弱
く
、
紋
枯

病
に
は
や
や
強
い
。
倒
伏
に
は
コ
シ

ヒ
カ
リ
よ
り
強
い
と
い
わ
れ
、
い
も

ち
病
の
常
発
地
に
適
し
ま
す
。

い
も
ち
病
の
被
害
7
2
％

　
　
1
共
済
の
損
害
評
価
で
ー

　
昨
年
の
稲
作
は
天
候
に
恵
ま
れ
た

が
、
共
済
の
損
害
評
価
に
ょ
る
と
、

冷
害
を
被
っ
た
の
は
一
五
％
と
出
た
。

　
損
害
を
三
〇
％
以
上
受
け
た
部
落

は
、
四
六
％
に
上
っ
た
。
こ
の
う
ち

最
も
面
積
の
多
か
っ
た
の
は
、
田
麦

立
の
七
十
六
ア
ー
ル
だ
っ
た
。

　
原
因
は
、
い
も
ち
病
と
冷
害
で
八

七
％
。
最
も
少
な
い
の
は
、
五
十
子

平
の
三
・
五
ア
ー
ル
。
こ
れ
は
全
部

い
も
ち
病
で
あ
る
。

　
稲
作
り
で
、
い
も
ち
病
と
冷
害
は
、

人
体
の
「
ガ
ン
」
と
同
じ
…
…
。
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家
庭
で
や
ろ
う

．轟捧湛

磁注）足は肩巾程度に開く

　　ゆっくりとおこなう

の
運
動

は
じ
め
は
静
か
に

③
か
か
と
の
上
げ
下
げ

・
　
塾
p
』

凶
　
｛
．

①
体
前
後
屈

，巖

（注）目をとじ大きく

　　ゆっくりと

（
注
）

奮

足
は
わ
ず
か
に
開
く

時
々
目
を
と
じ
た
り
、
か
か
と
を

あ
げ
た
ま
ま
十
秒
間
静
止
す
る
。

　
　
　
　
（
注
）
ひ
じ
を
ま
げ
壁
に
体
重
を

　
　
　
　
　
　
か
け
つ
き
は
な
す
か
か
と
を
つ
け
た
ま
ま

　
　
　
　
　
　
病
気
の
予
防
策
と
し
て
、
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。
①
㎜

　
　
　
　
…
薬
物
療
法
－
短
時
間
の
効
果
し
か
な
く
、
そ
の
効
果
が
㎜

　
　
　
　
…
継
続
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
②
運
動
療
法
－
即
効
性
が
あ
り
、
引
続
き
効
果
が
得
㎜

　
　
　
　
㎝
ら
れ
る
。
副
作
用
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
二
点
を
比
較
し
て
み
る
と
、
運
動
に
よ
る
予
防
…

　
　
　
　
…
方
法
の
長
所
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
さ
あ
、
挑
戦
で
す
。
人
間
の
諸
器
官
や
内
臓
、
特
に
㎜

　
　
　
　
…
消
化
器
系
は
運
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
刺
激
さ
れ
、
健
…

　
　
　
　
｝
全
な
働
き
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
に
適
し
た
運
…

　
　
　
　
㎜
動
方
法
で
、
あ
な
た
の
明
日
が
健
康
で
あ
る
よ
う
に
挑
㎜

　
　
　
　
…
戦
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
が
健
康
で
あ
れ
ば
、
家
庭
、
地
域
、
町
全
体
｝

　
　
　
　
㎜
の
活
気
づ
く
り
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

⑤
上
体
横
ま
げ
6
パ
■
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
、
描
べ
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
躊
v
　
　
　
　
　
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
（
注
）
足
を
開
き
で
き
る
だ
け
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

深
く
ゆ
っ
く
り
と
両
手
を

合
せ
た
ま
ま

’∈

ブf ノ　
ノ

一
箪

｛
乙
’

　
　
　
　
’
，
、

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
’

④
　
突
き
は
な
す

※
　
最
初
か
ら
厳
し
い
運
動
は
し
な

い
。
　
（
軽
い
運
動
か
ら
除
々
に
…
：
）

⑥上体起こし

球kこ…；≡

　
運
動
を
始
め
る
前
に
是
非
こ
れ
だ

｝
け
は
、
お
守
り
下
さ
い
。

※
　
規
則
正
し
く
行
う
。
　
（
二
日
に

一
回
ぐ
ら
い
に
と
ど
め
る
。
）

（注）頭と肩をもちあげ、そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

※
　
カ
ゼ
な
ど
病
気
中
は
や
め
る
。
｝

（
医
師
の
指
示
を
得
て
か
ら
。
）
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こ
れ
か
ら
申
告
す
る
「

…
所
得
税
と
県
、
町
民
税
の

㎜
申
告
」
で
、
新
た
に
「
雪

㎜
降
し
人
夫
賃
」
が
、
雑
損

…
控
除
と
し
て
控
除
対
象
に

㎜
な
り
ま
す
。

…
■
ど
ん
な
場
合
？

　
昨
年
、
一
月
か
ら
十
二

㎜
月
ま
で
の
間
に
、
住
宅
（

㎜
店
舗
、
工
場
な
ど
事
業
用

も．炉
3

国民年金からの

　借入れ6，950万円

◆◆松里簡水事業で…・・◆◆◆

護
零
ず

　
　
　
六
会

所得税から

　　雪おろし人夫負が

　　　控除になります

は
除
く
。
）
の
雪
降
し
を
、

人
を
雇
っ
て
し
た
場
合
。

　
な
お
、
屋
根
の
ほ
か
、

外
壁
ま
わ
り
の
「
雪
の
ぞ

き
」
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
控
除
の
額
は
9

　
支
払
っ
た
入
夫
賃
が
、

所
得
合
計
額
の
一
〇
％
を

超
寿
だ
場
合
伽
み
、
そ
の

費
用
全
額
が
控
除
さ
れ
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
が
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
は
、
住
宅
、
道
路
の
建
設
や
上
下
水

道
な
ど
、
生
活
環
境
の
整
備
に
還
元
融

資
さ
れ
、
住
民
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増

進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
が
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て

実
施
し
た
「
松
里
地
区
簡
易
水
道
事
業
」

は
、
こ
の
年
金
還
元
融
資
を
葺
け
て
い

る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
に
受
け
る
融
資
額
は
六
千
九

百
五
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
み
な
さ

ん
の
一
人
ひ
と
り
の
力
が
、
こ
の
よ
う

に
公
共
施
設
の
建
設
に
大
き
く
役
立
て

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

o亡ε
。磐3θ的
　曳δ
。趨葵え辛、

駆勢
灘き

噂響

・
・
ウ
・
：

■
0
■

　
ロ
リ

ζ』
ζ農餌⊂

タ
す

汐
．
薪
勿馨灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぷ

さ
あ
行
こ
う

　
　
僕
は
マ
マ
と

　
　
　
私
は
パ
パ
と
…

白

赤
・
博

謹
一ρo■り
雪おろしには

電線・トランスに

ご注意を”

図
申
込
遷
ζ
へ

織
よ
か

　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
・
ざ
峯
咲

緯
課
驚

　
鰐
ヅ
を
≠
3
滑
e

　
　
　
　
　
写
『
、

　
魅

ママ”ヤ
忘れないでネ

・
。
（

　　3月12日（日）　　　　　　か

　□ところ　　　　　　　　　　な
　　妙高々原スキー場

　□ひよう

　　パパ・ママー3，000円
　　　　ボク・ワタシー2500円

（
東
北
電
力
）

一簡保のカでほ場整備を一
役立ってま一す

　
　
　
　
　
　
　
●
o
’

　
　
「
郵
便
局
の
簡
…

易
保
険
」
と
し
て
…

広
く
親
し
ま
れ
て
㎜

い
る
簡
易
生
命
保
…

険
積
立
金
は
、
町
㎜

が
実
施
す
る
い
ろ
㎜

い
ろ
な
建
設
事
業
㎜

に
融
資
さ
れ
、
私
｝

た
ち
の
福
祉
増
進
…

地
域
社
会
の
発
展
…

に
大
き
く
寄
与
し
㎜

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に

「
簡
保
資
金
」
は
㎜

公
共
の
利
益
に
な
｝

る
よ
う
運
用
さ
れ
、
…

加
入
者
の
生
活
向
一

上
に
も
役
立
っ
て
…

い
る
も
の
で
す
。

　
町
で
は
今
年
度
㎜

も
こ
の
資
金
を
借
㎜

り
て
土
地
基
盤
整
…

備
事
業
な
ど
を
実
…

施
し
ま
し
た
。

　
電
線
や
ト
ラ
ン
ス
に
近
寄
る
と
危
㎜

険
で
す
。

　
引
込
線
、
ト
ラ
ン
ス
に
雪
を
当
て
…

る
と
「
停
電
事
故
」
の
原
因
に
な
り
…

ま
す
。

　
雪
お
ろ
し
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
…
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家
庭
で
や
ろ
う

．轟捧湛

磁注）足は肩巾程度に開く

　　ゆっくりとおこなう

の
運
動

は
じ
め
は
静
か
に

③
か
か
と
の
上
げ
下
げ

・
　
塾
p
』

凶
　
｛
．

①
体
前
後
屈

，巖

（注）目をとじ大きく

　　ゆっくりと

（
注
）

奮

足
は
わ
ず
か
に
開
く

時
々
目
を
と
じ
た
り
、
か
か
と
を

あ
げ
た
ま
ま
十
秒
間
静
止
す
る
。

　
　
　
　
（
注
）
ひ
じ
を
ま
げ
壁
に
体
重
を

　
　
　
　
　
　
か
け
つ
き
は
な
す
か
か
と
を
つ
け
た
ま
ま

　
　
　
　
　
　
病
気
の
予
防
策
と
し
て
、
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。
①
㎜

　
　
　
　
…
薬
物
療
法
－
短
時
間
の
効
果
し
か
な
く
、
そ
の
効
果
が
㎜

　
　
　
　
…
継
続
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
②
運
動
療
法
－
即
効
性
が
あ
り
、
引
続
き
効
果
が
得
㎜

　
　
　
　
㎝
ら
れ
る
。
副
作
用
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
二
点
を
比
較
し
て
み
る
と
、
運
動
に
よ
る
予
防
…

　
　
　
　
…
方
法
の
長
所
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
さ
あ
、
挑
戦
で
す
。
人
間
の
諸
器
官
や
内
臓
、
特
に
㎜

　
　
　
　
…
消
化
器
系
は
運
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
刺
激
さ
れ
、
健
…

　
　
　
　
｝
全
な
働
き
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
に
適
し
た
運
…

　
　
　
　
㎜
動
方
法
で
、
あ
な
た
の
明
日
が
健
康
で
あ
る
よ
う
に
挑
㎜

　
　
　
　
…
戦
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
が
健
康
で
あ
れ
ば
、
家
庭
、
地
域
、
町
全
体
｝

　
　
　
　
㎜
の
活
気
づ
く
り
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

⑤
上
体
横
ま
げ
6
パ
■
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
、
描
べ
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
躊
v
　
　
　
　
　
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
（
注
）
足
を
開
き
で
き
る
だ
け
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

深
く
ゆ
っ
く
り
と
両
手
を

合
せ
た
ま
ま

’∈

ブf ノ　
ノ

一
箪

｛
乙
’

　
　
　
　
’
，
、

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
’

④
　
突
き
は
な
す

※
　
最
初
か
ら
厳
し
い
運
動
は
し
な

い
。
　
（
軽
い
運
動
か
ら
除
々
に
…
：
）

⑥上体起こし

球kこ…；≡

　
運
動
を
始
め
る
前
に
是
非
こ
れ
だ

｝
け
は
、
お
守
り
下
さ
い
。

※
　
規
則
正
し
く
行
う
。
　
（
二
日
に

一
回
ぐ
ら
い
に
と
ど
め
る
。
）

（注）頭と肩をもちあげ、そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

※
　
カ
ゼ
な
ど
病
気
中
は
や
め
る
。
｝

（
医
師
の
指
示
を
得
て
か
ら
。
）
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こ
れ
か
ら
申
告
す
る
「

…
所
得
税
と
県
、
町
民
税
の

㎜
申
告
」
で
、
新
た
に
「
雪

㎜
降
し
人
夫
賃
」
が
、
雑
損

…
控
除
と
し
て
控
除
対
象
に

㎜
な
り
ま
す
。

…
■
ど
ん
な
場
合
？

　
昨
年
、
一
月
か
ら
十
二

㎜
月
ま
で
の
間
に
、
住
宅
（

㎜
店
舗
、
工
場
な
ど
事
業
用

も．炉
3

国民年金からの

　借入れ6，950万円

◆◆松里簡水事業で…・・◆◆◆

護
零
ず

　
　
　
六
会

所得税から

　　雪おろし人夫負が

　　　控除になります

は
除
く
。
）
の
雪
降
し
を
、

人
を
雇
っ
て
し
た
場
合
。

　
な
お
、
屋
根
の
ほ
か
、

外
壁
ま
わ
り
の
「
雪
の
ぞ

き
」
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
控
除
の
額
は
9

　
支
払
っ
た
入
夫
賃
が
、

所
得
合
計
額
の
一
〇
％
を

超
寿
だ
場
合
伽
み
、
そ
の

費
用
全
額
が
控
除
さ
れ
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
が
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
は
、
住
宅
、
道
路
の
建
設
や
上
下
水

道
な
ど
、
生
活
環
境
の
整
備
に
還
元
融

資
さ
れ
、
住
民
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増

進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
が
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て

実
施
し
た
「
松
里
地
区
簡
易
水
道
事
業
」

は
、
こ
の
年
金
還
元
融
資
を
葺
け
て
い

る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
に
受
け
る
融
資
額
は
六
千
九

百
五
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
み
な
さ

ん
の
一
人
ひ
と
り
の
力
が
、
こ
の
よ
う

に
公
共
施
設
の
建
設
に
大
き
く
役
立
て

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

o亡ε
。磐3θ的
　曳δ
。趨葵え辛、

駆勢
灘き

噂響

・
・
ウ
・
：

■
0
■

　
ロ
リ

ζ』
ζ農餌⊂

タ
す

汐
．
薪
勿馨灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぷ

さ
あ
行
こ
う

　
　
僕
は
マ
マ
と

　
　
　
私
は
パ
パ
と
…

白

赤
・
博

謹
一ρo■り
雪おろしには

電線・トランスに

ご注意を”

図
申
込
遷
ζ
へ

織
よ
か

　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
・
ざ
峯
咲

緯
課
驚

　
鰐
ヅ
を
≠
3
滑
e

　
　
　
　
　
写
『
、

　
魅

ママ”ヤ
忘れないでネ

・
。
（

　　3月12日（日）　　　　　　か

　□ところ　　　　　　　　　　な
　　妙高々原スキー場

　□ひよう

　　パパ・ママー3，000円
　　　　ボク・ワタシー2500円

（
東
北
電
力
）

一簡保のカでほ場整備を一
役立ってま一す

　
　
　
　
　
　
　
●
o
’

　
　
「
郵
便
局
の
簡
…

易
保
険
」
と
し
て
…

広
く
親
し
ま
れ
て
㎜

い
る
簡
易
生
命
保
…

険
積
立
金
は
、
町
㎜

が
実
施
す
る
い
ろ
㎜

い
ろ
な
建
設
事
業
㎜

に
融
資
さ
れ
、
私
｝

た
ち
の
福
祉
増
進
…

地
域
社
会
の
発
展
…

に
大
き
く
寄
与
し
㎜

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に

「
簡
保
資
金
」
は
㎜

公
共
の
利
益
に
な
｝

る
よ
う
運
用
さ
れ
、
…

加
入
者
の
生
活
向
一

上
に
も
役
立
っ
て
…

い
る
も
の
で
す
。

　
町
で
は
今
年
度
㎜

も
こ
の
資
金
を
借
㎜

り
て
土
地
基
盤
整
…

備
事
業
な
ど
を
実
…

施
し
ま
し
た
。

　
電
線
や
ト
ラ
ン
ス
に
近
寄
る
と
危
㎜

険
で
す
。

　
引
込
線
、
ト
ラ
ン
ス
に
雪
を
当
て
…

る
と
「
停
電
事
故
」
の
原
因
に
な
り
…

ま
す
。

　
雪
お
ろ
し
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
…
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寒
い
冬
で
も
、
か
わ
い
い
花
が
咲

く
シ
ク
ラ
メ
ン
の
針
植
え
。
み
な
さ

ん
の
ご
家
庭
で
も
、
今
が
花
盛
ウ
だ

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
手
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト
は
ー
。

…
寒
さ
に
強
い
…
少
々
む
ず
か
し
い

花
で
す
が
、
う
ま
く
栽
培
す
れ
ば
、

十
一
月
か
ら
四
月
ご
ろ
ま
で
、
長
く

楽
し
め
ま
す
。

　
寒
さ
に
は
強
い
の
で
す
が
、
暑
さ

湿
気
に
弱
い
花
で
す
。
あ
ま
り
暖

か
い
部
屋
よ
り
、
温
度
が
十
度
ぐ
ら

い
の
所
を
好
み
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
燃
や
し

て
い
る
部
屋
で
は
酸
素
不
足
で
、
葉

の
ま
わ
り
が
黒
く
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
通
気
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

…
引
っ
ぱ
っ
て
取
る
な
ハ
折
角
き
れ

い
に
咲
い
た
花
を
長
く
楽
し
み
た
い

の
が
人
情
で
す
。
が
、
こ
れ
は
い
け

ま
せ
ん
。
次
の
つ
ぼ
み
が
待
つ
て
い

ま
す
◎

　
取
り
方
は
引
っ
ぱ
ら
ず
、
親
指
と

人
差
し
指
で
柄
を
「
ね
じ
れ
」
ば
、

”1“”1“III“1”1広輯まつのやま　Noβ21，IIllI”II”

ー
准

元
の
方
か
ら
折
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
柄
の
途
中
か
ら
折
る
の
は

好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

…
水
や
り
…
針
土
の
表
面
が
白
く
な

る
位
に
乾
い
た
ら
、
　
「
イ
モ
」
を
避

シ
ク
ラ
メ
ン
の

手

入

れ

．
ゐ
竹

け
て
下
充
分
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
皿
な
ど
に
水
を
入
れ
、
常
に
「
水

び
た
し
」
で
は
「
イ
モ
」
が
腐
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
一
か
月
に
一
度
ぐ
ら
い
、
配
合
肥

料
を
水
に
溶
い
て
施
し
て
下
さ
い
。

…
植
替
え
は
㎜
日
｝
花
ど
き
が
終

っ
た
ら
、
水
は
中
止
で
す
。
夏
は

そ
の
ま
ま
乾
燥
さ
せ
て
、
日
か
げ

で
、
風
通
し
の
よ
い
所
に
置
き
ま

し
よ
う
◎

　
九
月
中
旬
に
は
植
替
え
が
終
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
土
は
腐
葉

土
と
赤
土
の
混
合
土
を
使
い
、
「
イ

モ
」
の
頭
を
三
分
の
一
ほ
ど
上
に

出
す
と
共
に
、
元
肥
を
施
し
て
植

え
て
下
さ
い
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
他
の
鉢
も
の
と

同
じ
要
領
で
水
を
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
家
へ
は
寒
さ
に
一
～
二
回
あ
わ

せ
て
か
ら
、
入
れ
て
下
さ
い
。
き

っ
と
き
れ
い
な
花
が
、
咲
く
で
し

よ
p
フ
o

　
自
分
で
丹
精
し
て
咲
か
せ
た
も

の
は
、
美
し
さ
が
一
昧
も
二
味
も

違
う
も
の
で
す
。
あ
な
た
も
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
（
子
・
体
験
）

ヂ
昏
（
ω

　
　
　
　
つ

潅
は
、
を
然
・
、
、
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魑
’
み
く

　
　
た
ば
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

『
－
I
l
I
l
l
l
I
l
I
－
o
l
－
1
一
1
』
，
9
，
墜
I
I
I
I
o
ー
一
I
o
I
I
o
I
』
I
o
o
o
I
匿
I
o
o
l
一
I
I
o
g
l
－
l
o
I
I
o
I
I
I
I
，
I
l
l
一
9
1
1
1
，
5
－
o
1
5
畠
唇
1
－
I
l
I
l
I
I
I
貫
ー
o
I
一
I
I
l
l
I
．

輪
島

、1門

嘱
媚

49

ψ　
　
七
尾

高
岡

　
端

　
津

瀦
醒9日

…

韓
風
覆

能一

一登

苓

副

毒魯
ノ田」

で
宿
ぢ
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新
婚
さ
ん

お
く
や
み

重
野
　
カ
ク
㎜
（
下
蝦
池
・
前
田
）

佐
藤
　
テ
ル
㈱
（
天
水
越
・
伴
七
）

志
賀
　
コ
ウ
㈲
（
松
　
口
・
横
道
）

小
野
塚
石
松
㈱
（
中
坪
・
上
之
山
）

小
野
塚
サ
ヨ
⑳
（
中
坪
・
上
之
山
）

小
野
塚
政
次
郎
㈲
（
中
坪
・
峰
）

う
ぶ
声㌧餓／

小
野
塚
智
美
（
湯
山
・
明
の
長
女
）

小
見
さ
と
み
（
黒
倉
・
重
義
の
長
女
）

小
堺
健
一
（
北
浦
田
・
哲
也
の
長
男
）

佐
藤
和
世
（
天
水
越
・
信
一
の
二
女
）

高
沢
　
平
（
湯
山
・
精
一
の
長
男
）

涌
井
信
子
（
五
十
子
平
・
政
司
の
長
女
）

高
橋
圭
子
（
湯
本
・
忠
司
の
長
女
）

佐
藤
隆
光
（
天
水
越
・
真
士
の
長
男
）

福
原
　
と
り
⑱
⑪
（
坪
野
・
池
の
久
保
）

小
口
美
之
作
鱒
湯
山
・
佐
七
）

布
施
　
勝
美
㈱
（
湯
山
・
作
院
）

南
雲
　
タ
ミ
6
⑤
（
西
の
前
・
五
香
屋
）

小
口
　
銀
蔵
㈹
（
松
之
山
・
与
助
）

高
沢
　
キ
ヨ
㈲
（
大
荒
戸
・
吉
田
屋
）

福
原
豪
太
郎
6
9
（
小
谷
・
孫
甚
）

高
橋
清
三
郎
6
萄
（
大
荒
戸
・
堀
下
）

津
端
　
信
義
㈹
（
光
間
・
金
塚
）

　
　
　
身
が
軽
く
、
足
も
速
い
今

　
波
年
の
冬
醤
軍
。
小
正
月
を
過

　
寒
ぎ
た
今
な
お
穏
や
か
な
毎

　
り
日
。

ン

カ
ど
誰
も
が
弱
い
将
軍
を
喜
び

や
も
ま
す
。
が
・
さ
て
・
二
・
三

だ
…
月
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

お
”
］

　
　
　
「
屑
一
引
き
続
き
穏
や
か

…
月
な
日
が
多
い
。
冬
型
は
長
続

ル
3
き
茎
晴
天
が
多
い
．
気

2
　
　
温
は
高
め
で
、
降
水
量
は
少

　
　
な
い
見
込
み
。

劫
凋
返
型
が
強
養

　
　
寒
い
日
力
多
い
。
気
温
、
降

も空
水
量
止
も
に
並
み
の
見
込
み
。

■
発
行
／
松
之
山
町
　
　
■
編
集
／
議
会
事
務
局

山
に
嫁
ぐ
凹

内伸之さん

■
印
刷
／
沢
田
印
刷
K
K

　
わ
た
し
の
名
前
は
悦
子
。
今
日
（

4
月
2
8
日
、
大
安
）
伸
之
さ
ん
の
も

と
へ
嫁
ぎ
ま
す
。

　
妙
高
山
の
ふ
も
と
ヘ
ス
キ
ー
に
来

た
と
き
、
宝
石
の
よ
う
な
「
星
」
の

輝
き
、
そ
れ
に
「
冬
景
色
」
…
…
。

　
今
で
も
印
象
に
残
り
、
想
い
出
日

記
の
廓
頁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
、
育
っ
た
石
川
県
富
来
町
。

雪
は
少
し
積
る
程
度
。
海
の
幸
が
沢

～


